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頁分類

ＦＳ型側溝用レジン蓋

目　　次　　　(2)

名　　　　称 記　　　号

側溝蓋

Ｌ型側溝

Ｌ型用雨水桝

KTM-(B)

KSM-(B)

KS-(Φ)

(300,400)

GB-(B)

VS-(B×H)

FG1-(B),FG2-(B),FG3-(B)

FSF-(B×H)

FU-(B×H)

参考図

PU1-(B×H)・PF2-(B)

UE-(B×H)・GA-(B)

UD-(B×H)・FB1-(B)

UC-(B×H)・FB2-(B)

UB-(B×H)・FB1-(B)

UA-(B×H)・FA-(B)

SDB-(300)

SDC-(300,400)

FD1,2-(B),FD調整用-(B)

F1,2-(B)(連続用)

F1,2-(B)(調整用)

GC1,2-(B)

L(A)500-(H-T)

L(B)500-(H-T)

L(C)500-(H-T)

L(A)400-(H-T)

L(B)400-(H-T)

L(C)400-(H-T)

LB-(B)

参考図

参考図

参考図

参考図

MA1,2(G1,G2)

MB1,2(G1,G2)管渠型側溝用集水桝蓋

ＦＵ型側溝

ＦＳ型側溝

自由勾配側溝

自由勾配側溝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

自由勾配側溝用集水蓋

管渠型側溝

ＳＤ型側溝蓋 (Bﾀｲﾌﾟ)

ＳＤ型側溝蓋(Cﾀｲﾌﾟ）

騒音防止ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

Ｕ型側溝用場所打ち蓋(連続用)

Ｕ型側溝用場所打ち蓋(調整用)

グレーチング蓋

標準部(B500)

切下げ部(B500)

乗入部(B500)

標準部(B400)

切下げ部(B400)

乗入部(B400)

官民境界部

標準部(ﾏｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ)

切下げ部(ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟ)1/2

切下げ部(ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟ)2/2

乗入部(ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟ)

ＭＡ1,2型(G1),(G2)雨水桝

ＭＢ1,2型(G1),(G2)雨水桝

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

側
　
溝
　
お
　
よ
　
び
　
暗
　
渠
　
類

側
　
溝
　
お
　
よ
　
び
　
暗
　
渠
　
類

管渠型側溝用分水桝(蓋付)

管渠型側溝用溜桝(蓋付)

形状図（参考図）

24

浸透側溝（自由勾配型）

25

浸透側溝（管渠型）

参考図

参考図

頁名　　　　称

目　　次　　（１）

分類 記　　　号

標準横断図

場所打ちＵ型側溝  

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＵ型側溝

標準横断図(1)

標準横断図(2)

標準横断図(3)

ＵＡ型側溝

ＵＢ型側溝

ＵＣ型側溝

ＵＤ型側溝

ＵＥ型側溝

ＰＩ型側溝

小段排水溝



PLA-(H)

舗装止

天端調整用

一般用

控え　35cm 裏ｺﾝなし

車道用

乗入部

標準部

ＨＢ型

OA-(Φ)

側
溝
お
よ
び

暗
渠
類

取付管標準構造図

取付管

取付管掘削標準図及び埋設図

支管規格図

ＨＡ型

ＨＣ型

歩車道境界ブロック

切下げ部

重力式擁壁

歩道用

控え　35cm 裏ｺﾝあり 

プレキャストＬ型擁壁

TA-1,TA-2

TB-1,TB-2

HA

HB-200,250

HC-(H)

KB(A)-(H)

KB(B)-(H)

KB(C)

GWA-(H)

GWB-(H)

CBA(3),(4),(5)-(H)

CBB(3),(4),(5)-(H)

PLB-(H)

ブロック積擁壁(練積)

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

舗
　
装
　
止
　
お
　
よ
　
び
　
擁
　
壁
　
類

42

43

44

45

分類

横断暗渠

ＲＣ型

集水桝

街渠桝(歩道用)

目　 　次　　(4)

分類頁

目　 　次　　(3)

名　 　称 記　 　号 名　 　称 記　 　号 頁

街渠桝(車道用)

街渠桝

集水桝

管渠工

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管90°基礎

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ管90°基礎

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管180°基礎

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ管180°基礎

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管360°基礎(1)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

ＰＣ型

横断暗渠

MC(G1,G2)-(B×L×H)

MD(G2)-(B×L×H)

ME-500×500×650

HPP90°-(D)

HPPC90°-(D）

HPP180°-(D)

HPPC180°-(D)

HPP360°-(D)

HPP360°-(D)

RCBox-(B×H)

PCBox-(B×H)

管渠工基礎形式選定図(1)

管渠工基礎形式選定図(2)

管渠工基礎形式選定図(3)

管渠工基礎形式選定図(4)

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管360°基礎(2)

参　考

参　考

参　考

参　考

側

溝

お

よ

び

暗

渠

類



　　　　　〃

車止め

門型(参考図),単柱型,単柱型(ﾁｪｰﾝ付)(参考図)

法面工

分類

道路反射鏡

一面反射鏡標準構造図(円柱基礎)

一面反射鏡標準構造図(角柱基礎)

二面反射鏡標準構造図(円柱基礎)

二面反射鏡標準構造図(角柱基礎)

視線誘導標

単　独　柱

防護柵取付

大型視線誘導標

標識工

一枚取付(円柱基礎)

一枚取付(角柱基礎)

二枚取付(円柱基礎)

二枚取付(角柱基礎)

標 識 板 詳 細 図

自転車放置禁止標識

　　　　　〃

分類 名　　　　　　称

目　　　　次　　　　(6)

記　　　　号名　　　　　　称 記　　　　号

目　　　　次　　　　(5)

車道舗装

舗装構成

歩道舗装

ﾓﾙﾀﾙ吹付工

ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工

防護柵

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ　B種,C種

　　　　　〃

特殊ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ(ﾊﾟｲﾌﾟ付)　B種,C種

立入防止柵

丸太柵工

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ工

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ工(門扉)

頁

81

頁

舗装構成

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工(参考図)

MTS-(t)

COS-(t)

Gr-B-4E,Gr-C-4E

Gr-B-2B,Gr-C-2B

Gr-B-4E(P),Gr-C-4E(P)

Gr-B-2B(P),Gr-C-2B(P)

GK

KF

NF,NK1

NF(G),NK2

CSG,CSS,CSC,CK

KH1-(φ×H)

KH1-(C×C×H)

KH2-(φ×H)

KH2-(C×C×H)

KHB-(φ×H)

KHB-(C×C×H)

KM1-(φ×H)

KM1-(C×C×H)

KM2-(φ×H)

KM2-(C×C×H)

DC,DK

DCT

DBC,DBK

77

78

79

80

82

83

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

舗
　
装
　
類

法
面
類

防
　
護
　
柵
　
類

安
　
全
　
施
　
設
　
類

KE

PH-A,PH-B,PHK

PTE-A,PTE-B

PTC-A,PTC-B,PTK

PTW-A,PTW-B

転落防止機能付車両対応柵 B種・C種 

移動式ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ

歩道用横断防止柵

転落防止柵(土中建込ﾀｲﾌﾟ)

転落防止柵(ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎ﾀｲﾌﾟ)

転落防止柵(擁壁天端設置ﾀｲﾌﾟ)

84

85

86

87

88

8973

74

75

76



仮
　
設
　
類

敷設標準断面図

分類

目　　　　次　　　　(７)

分類 名　　　　　　称 記　　　　号 頁

視覚障害者誘導ブロック

敷設例(1) 視覚障害者誘導用ブロック設置

名　　　　　　称 記　　　　号 頁

目　　　　次　　　　(8)

GB

参考図

参考図

参考図

参考図

参考図

参考図

参考図

参考図

参考図

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

敷設例(2) 横断歩道口敷設図(1/2)

敷設例(3) 横断歩道口敷設図(2/2)

敷設例(4) 歩道巻込部敷設図

敷設例(5) 施設等入口部及び中央分離帯敷設図

敷設例(6) 地下横断歩道等の昇降口敷設図

敷設例(7) 横断歩道橋の昇降口敷設図

敷設例(8) バス停部敷設図

敷設例(9) 屈折・屈曲部敷設図

植栽工

安
　
全
　
施
　
設
　
類

床
版
類

植
　
栽
　
類

照明工

照明工 アルミ柱標準形(ベースプレート式)

照明工 アルミ柱 基礎詳細図(ベースプレート式)

照明工 共架式

床版工

床版工 SA-(W),SB-(W)

根鉢・植穴寸法及び支柱選定表

植樹桝用縁石

二脚鳥居支柱(添木無)

二脚鳥居支柱(添木付)

三脚鳥居支柱

十字鳥居支柱

二脚鳥居組合わせ支柱

八ツ掛支柱(１型)

八ツ掛支柱(２型)

八ツ掛支柱(３型)

添え柱支柱

布掛支柱

生垣支柱

SMF-(A×B)

TS-1

TS-2

TS-3

TS-4

TSS

YS-1

YS-2

YS-3

SS

NS

IS

LC

路面覆工

路面覆工

土留工

KSP-(H)

117

118

119

121

122

123

124

埋設矢板（側溝布設用）120照明工 銘板詳細図

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(1)

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(2)

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ鉄蓋

ｹｰﾌﾞﾙ埋設図及び構造図

HH-(B×H)

HH-(B×H)

HHC-(D)

FEP-(φ)

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

照明工 共架アーム式照明灯(幹線道路)

125

126

参考図

参考図

参考図

参考図照明工 生活道路用鋼管柱

照明工 歩道照明 埋込式(地中引込) 参考図

127

参考図

103

104

105

106

視覚障がい者誘導用ブロック（MMA樹脂製点字タイル）























福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

１１

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  吊上げ金具付のコンクリート蓋を10mに1箇所設ける。

目地詳細図

モルタル(1:3)

内側

FU型側溝

基 礎 材

敷モルタル

基 礎 材
(１：３)

コンクリート蓋

種　　別
（Ｂ×Ｈ）

FU-240×240

FU-300×300

FU-400×400

FU-450×450

FU-500×500

FU-600×600

寸　 　法　 　表

ａ

440

540

640

690

760

860

ｂ

220

260

360

400

440

540

ｃ

405

500

610

665

745

860

d1

50

50

50

50

60

60

d2

48

68

68

68

68

68

ｅ

65

70

80

85

95

110

ｆ

65

70

80

85

95

110

ｇ

350

400

520

570

630

760

ｈ

100

130

130

130

150

150

ｉ

30

40

50

60

70

80

ｊ

90

100

140

140

130

170

ｋ

120

160

210

250

300

350

ｌ

45

70

60

60

65

50

ｍ

25

30

30

35

40

45

n1

300

340

460

500

550

670

n2

500

540

660

700

750

870

材　 　料　 　表

側　 　溝

(個)

20

(㎏/個)

83

108

152

173

213

282

敷ﾓﾙﾀﾙ
(m3)

0.090

0.102

0.138

0.150

0.165

0.201

基礎材
(m3)

0.50

0.54

0.66

0.70

0.75

0.87

10ｍ当り

摘　　要

プレキャストU型側溝

FU型側溝

FU-(B×H)

6 2

1
0

3

1
3

L=500

e b e

d1 d2 B d2 d1

a

g

1
0
0

3
0

m

m

f
k

j
i

h

c

100 n1 100

n2



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／20

１２

尺
備

考

FS型側溝

t1 B

b

6

b

t1

t
1

t
1

4.5

6

4.5

20

5 5

t
2

4.5

3
0

6
0

20

2
0

30

9

50

25

プレキャストU型側溝

FS型側溝

FSF-(B×H)R6.3

L

a

B La
1

160

2000

497 1006 497

996

H

t
3

民
地

側
車

道
側

50R

5箇所
ノックアウト孔の表示

2枚
コンクリート蓋 スベリ止め加工

5箇所
ノックアウト孔 φ200

g

コンクリート蓋

蓋掛かり部

敷ﾓﾙﾀﾙ　1：3
基礎砕石

3
0

1
0
0

横越流孔部

平面図

300×300

300×400

300×500

300×600

400×400

400×500

400×600

500×500

L

520

510

440

430

420

410

630

540

H

715

615

820

710

605

500

750

825

t1
55

60

65

70

55

60

70

65

t2
65

70

75

85

70

70

80

75

115

125

145

t3 a

180

b
55

60

65

70

55

60

70

60

280

380

f

20

20

30

5

（個）

側溝本体寸　法　表

g

370

270

485

375

270

200

375

480

a1

180

280

380

(mm)

材　料　表 (10m当り)

481

(kg/個)

参考重量

571

671

791

621

706

865

870

0.46

(m )

敷ﾓﾙﾀﾙ

1.47

0.48

0.49

0.56

0.57

0.59

0.68

3 (m )

基礎材 摘　要
(B×h)

FS-

種　別

3

0.111

0.114

0.117

0.120

0.141

0.144

0.150

0.177

FS-

FS-

FS-

FS-

FS-

FS-

FS-

・ 基礎材は、特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

・ FS側溝蓋は、10m(5本)当り10枚(L=500mm/枚）を別途計上するものとする。

h

f
2
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

R6.3

１３

尺
備

考

FS型側溝用レジン蓋

１　型 横断用

一般 細目

ゴム板

ゴム板

ゴム板

ゴム板

種　　別

B-300

B-400

B-500

寸　　法　　表

ａ

320

420

520

ｂ

310

410

510

t1

100

110

120

t2

50

60

70

材　　料　　表

側　溝　蓋

(枚)

20

(㎏/枚)

22

31

40

10ｍ当り

摘　　要

･　歩道部には細目タイプを使用する。(横断用除く) プレキャストU型側溝

FS型側溝用レジン蓋

FG1-(B),FG2-(B),FG3-(B)

種　　別

B-300

B-400

B-500

寸　　法　　表

ａ

320

420

520

ｂ

310

410

510

t1

100

110

120

t2

50

60

70

材　　料　　表

側　溝　蓋

(枚)

20

(㎏/枚)

22(24)

31(33)

40(42)

10ｍ当り

摘　　要

(　)は
細目

a

a

55 55

b

t
2

t
1

5
0
0

a

a

55 55

b

t
2

t
1

5
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

１４

尺
備

考

自由勾配側溝

基 礎 材

基礎コンクリートσck=18N/mm2

底部コンクリートσck=18N/mm2

基 礎 材

基礎コンクリートσck=18N/mm2

底部コンクリートσck=18N/mm2

･  製品形状は代表的な形状を示すもので、採用にあたっては、

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

監督員と協議のうえ決定する。

種　　　別

(呼び名)
(Ｂ×Ｈ)

300× 300

300× 400

300× 500

300× 600

300× 700

300× 800

300× 900

300×1000

材　　　　　　　料　　　　　　　表

側　　溝
(個)

5

底部ｺﾝｸﾘｰﾄ
（m3）

0.15

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.35

基礎型枠
(㎡)

1.40

基 礎 材
(m3)

0.50

10ｍ当り

摘　　要 種　　　別

(呼び名)
(Ｂ×Ｈ)

400× 400

400× 500

400× 600

400× 700

400× 800

400× 900

400×1000

材　　　　　料　　　　　表

側　　溝
(個)

5

底部ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.20

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.43

基礎型枠
(㎡)

1.40

基 礎 材
(m3)

0.61

10ｍ当り

摘　　要

プレキャストU型側溝

自由勾配側溝

VS-(B×H）

H

5
0

7
0

1
0
0

B=300

H

5
0

7
0

1
0
0

B=400

500

610



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

R6.3

１５

尺
備

考

･　GI型は一般用グレーチング蓋、G2型は細目グレーチング蓋とし，

自由勾配側溝用グレーチング蓋

一　般 細　目

種　　　別

T-25

T- 6

B-300

B-400

B-300

B-400

寸　 法　 表

ａ

400

500

400

500

ｔ１

95

110

95

110

ｔ２

55

75

38

44

ｔ３

40

35

57

66

材　料　表

側 溝 蓋

(枚)

10

(20)

10

(20)

10ｍ当り

摘　　要

(　)は0.5m用

種　　　別

T-25

T- 6

B-300

B-400

B-300

B-400

寸　 法　 表

ａ

400

500

400

500

ｔ１

95

110

95

110

ｔ２

38

50

32

38

ｔ３

57

60

63

72

材　料　表

側 溝 蓋

(枚)

10

(20)

10

(20)

10ｍ当り

摘　　要

(　)は0.5m用

プレキャストU型側溝

自由勾配側溝用グレーチング蓋

GB-(B)

スベリ止め加工したものを使用する。

･　車両が通行する箇所に設置する場合、ボルト固定式を原則とする。

9
9
5
(
4
9
0
)

a

5
45

t
2

t
3 t
1

9
9
5
(
4
9
0
)

a

a

a

t
1

5
45

t
2

t
3



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

１６

尺
備

考

自由勾配側溝用集水蓋

形　状　図

C6

R5

C4.5

R55

形　状　図

C6

R5

C4.5

R55

製品種別

側溝

呼び名

300用

400用

※集水穴の形状はサイズにより異なります。

寸法

b

400

500

c

260

360

e

300

400

f

385

485

d

20

20

t

95

110

t1

50

55

t2

45

55

※集水穴の形状はサイズにより異なります。

製品種別

側溝

呼び名

300用

400用

寸法

b

400

500

c

260

360

e

300

400

f

385

485

d

15

20

t

95

110

t1

50

55

t2

45

55

･　使用に当たっては、グレーチング蓋同等の機能を確保すること。 プレキャストU型側溝

自由勾配側溝用集水蓋

(300,400)

c

b

3
7
.
5

2
5

4
9
8

4
9
8

1
0

3
0

c

b

t
1

t
2t

c

b

e

f

t
1

t
2t

c

b

e

f



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

１７

尺備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

管渠型側溝

歩道乗入部車道部

･  製品形状は代表的な形状を示すもので、採用にあたっては、

監督員と協議のうえ決定する。

基礎材

敷モルタル(１：３)

種　　別
（呼び名）

250

300

360

400

500

材　　　　料　　　　表

側　　溝
(個)

5

敷モルタル
(m3)

0.105

0.120

0.138

0.150

0.186

基 礎 材
(m3)

0.55

0.60

0.66

0.70

0.82

10ｍ当り

摘　　要

b=350の場合

b=400の場合

b=460の場合

b=500の場合

b=620の場合

基礎材

敷モルタル(１：３)

種　　別
（呼び名）

250

300

360

400

500

材　　　　料　　　　表

側　　溝
(個)

5

敷モルタル
(m3)

0.105

0.120

0.138

0.150

0.186

基 礎 材
(m3)

0.55

0.60

0.66

0.70

0.82

10ｍ当り

摘　　要

b=350の場合

b=400の場合

b=460の場合

b=500の場合

b=620の場合

4%6%

プレキャストU型側溝

管渠型側溝

KS-(Φ)

b 100

b+200

1
0
0

3
0

100 b 100

b+200

1
0
0

3
0

100



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

１８

尺
備

考

プレキャストU型側溝

KSM-(B)

基礎材

敷モルタル(１：３)

種　　別
(呼び名)

300

400

500

寸 法 表

ｂ１

400

460

600

ｂ２

500

560

700

材　　　　　　料　　　　　　表

躯　　体

(個)

10

(㎏/個)

325

385

455

敷モルタル

(m3)

0.138

0.159

0.207

基 礎 材

(m3)

0.63

0.70

0.88

蓋(参考)

(枚)

20

(㎏/枚)

26

32

51

10箇所当り

摘　　要

管渠型側溝用分水桝(蓋付)

管渠型側溝用分水桝(蓋付)

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･　蓋はグレーチング蓋またはレジン蓋とする。

･　車両が通行する箇所にグレーチング蓋を設置する場合、

R6.3

ボルト固定式を原則とする。

b1

b2

10
0

3
0

1150

1250



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

１９

尺
備

考

プレキャストU型側溝

管渠型側溝用集水桝蓋

管渠型側溝用集水桝蓋

ゴム板（レジンパット）

35×t=6

C3.2

ゴム板（レジンパット）

35×t=6

形　状　図形　状　図

形状図（参考図）

6％ 6％

7
6

2
1

9
7

3
5
0

25
3
8

3
8

2
5

4
7

3

6
@
6
2
.
5
 
=
 
3
7
5

5
0
3

(
9
1
)

6

6
0

250

20 100 260

50 50

380

250

380

250

380

50 50

380

250

20 100 260

7
6

2
1

9
7

(
9
1
)

6

3
4
6

8

3
2

3
2

8

4
3

3

1
0
@
4
0
 
=
 
4
0
0

5
0
3



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

R6.3

２０

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。 プレキャストU型側溝

KTM-(B)

基礎材

敷モルタル(１：３)

種　　別
(呼び名)

300

400

500

寸 法 表

ｂ１

440

480

620

ｂ２

540

580

720

材　　　　　　料　　　　　　表

躯　　体

(個)

10

(㎏/個)

450

530

801

敷モルタル

(m3)

0.264

0.288

0.372

基 礎 材

(m3)

1.13

1.22

1.51

蓋(参考)

(枚)

20

(㎏/枚)

26

32

51

10箇所当り

摘　　要

管渠型側溝用溜桝(蓋付)

管渠型側溝用溜桝(蓋付)･　蓋はグレーチング蓋またはレジン蓋とする。

･　車両が通行する箇所にグレーチング蓋を設置する場合、

ボルト固定式を原則とする。

b1

b2

10
0

3
0

1100

1200

450



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／20

R6.3

２１

尺
備

考

浸透側溝（自由勾配型）

5
0
以

上

・　側溝延長２ｍごとに50cmの浸透部を設置することを標準とする。

・　浸透部は側溝蓋の真下に設置することを原則とする。

・　透水シートの透水係数は，1.0×10　(ｍ/s)以上とする。

5
0
以

上

ｈ
2
00

250 250

250 250

プレキャストU型側溝

・　シートの幅5cm当たりの引っ張り強さは294(N)以上とする。

・　透水シート、透水プレートの継ぎ目は50mm以上被らせること。

-2

・　表示キャップは側溝延長2ｍごとに1箇所，かつ起終点の端部に設置すること。

Ｈ
ｈ

2
0
0

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｈ
ｈ

2
0
0

自由勾配側溝　L=2,000

550 400 550

Ｈ

550 400 550

2000

Ｂ Ａ

単粒度砕石４号 基礎コンクリート板

コンクリート蓋

浸透口

透水シート及び透水プレート

呼び名
寸法表

Ａ Ｂ ｈ
（mm）

300

400

500

300

400

500

550

660

790

70

85

100

（mm）（mm）

摘要

10ｍ当り

単粒度砕石４号 基礎コンクリート板

コンクリート蓋

透水シート及び透水プレート

インバートコンクリート

(σck=18N/mm2)

単粒度砕石４号

コンクリート蓋

基礎コンクリート板

インバートコンクリート

透水シート及び透水プレート

浸透口 浸透口

浸透口 浸透口

基礎コンクリート板

φ22 Ｈ＝8.5

部品サイズ部品名

表示キャップ SUS304

材質

8.
5

22

20

22

断 面 図 側 面 図
(参 考 図)

コンクリート基礎板構造図
(参 考 図)

表示キャップ
(参 考 図)

浸透側溝（自由勾配型）



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／20

H29.6

２２

尺備

考

浸透側溝（管渠型）

プレキャストU型側溝

浸透側溝（管渠型）

ポーラスコンクリート ポーラスコンクリート

底 面 図（底 版）

平 面 図（頂 版）

側 面 図

・　側溝延長２ｍごとに50cmの浸透部を設置することを標準とする。

・　浸透部は側溝蓋の真下に設置することを原則とする。

・　透水シートの透水係数は，1.0×10　(ｍ/s)以上とする。

・　シートの幅5cm当たりの引っ張り強さは294(N)以上とする。

・　透水シート、透水プレートの継ぎ目は50mm以上被らせること。

-2

単粒度砕石４号

断　面　図

透水シート及び透水プレート

300×300

(B × H)

300×400

300×500

400×400

500×500

種　別 材　　料　　表 

(10m当り)

摘　要(呼び名)

5.00

0.80

0.80

0.80

1.00

1.24 10.20

9.00

8.00

8.00

8.00

ポーラスコンクリート ポーラスコンクリート

b=400の場合

b=400の場合

b=400の場合

b=500の場合

b=620の場合

・　表示キャップは側溝延長2ｍごとに1箇所，かつ起終点の端部に設置すること。

B

H
2
00

b

浸透口

(m3)

単粒度砕石

(個)

側溝

(m2)

透水シート
φ22 Ｈ＝8.5

部品サイズ部品名

表示キャップ SUS304

材質

8.
5

22

20

22

表示キャップ
(参 考 図)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

R6.3

２３

尺
備

考

･　T-10(縦断用)

･  基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

平面図（ＳＤ蓋）

断面図（ＳＤ蓋）

モルタル調整

排水性舗装

既設U字側溝

ＳＤ蓋

カット部

構造図

種　別

300用

寸　　　法　　　表

a

390

b

170

t1

70

t2

90

t3

40

10m当り

摘　要
側 溝 蓋

（枚） （kg/枚）

10.0

材 料 表

64

SD型側溝蓋(Bタイプ)

プレキャストU型側溝

SD型側溝蓋(Bタイプ)

SDB-(300)

1
0
0
0

b

a

t2

3
0 t3t
1

50

b

ａ

1
0

2
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

R6.3

２４

尺
備

考

･　T-25(縦断用)

SD型側溝蓋(Cタイプ)

種　別

300用

寸　法　表

a

390

b

190

t1

60

10m当り

摘　要
側 溝 蓋

（枚） （kg/枚）

20.0

材 料 表

400用

430 230 60

530 330 70

t2

44

44

54

21

23

33

･  基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

ＳＤ蓋
排水性舗装

モルタル調整

既設現場打側溝

カット部

ゴム版

構造図 平面図（ＳＤ蓋）

断面図（ＳＤ蓋）

プレキャストU型側溝

SD型側溝蓋(Cタイプ)

SDC-(300,400)

1
0

2
0

5
0
0

a

b

t
1t
2

6

b

a

5
0

150 150



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

２５

尺
備

考

･　端尺部を切断しての使用は極力避けることとし、特に斜め切断は

騒音防止コンクリート蓋

２　型

軟質塩ビ

軟質塩ビ

１　型

軟質塩ビ

軟質塩ビ

調　整　用

軟質塩ビ

軟質塩ビ

行わないこと。

種　　別

B-300

B-400

B-450

B-500

B-600

寸　法　表

ｂ

430

530

580

630

730

ｈ１

100

120

ｈ２

130

150

材　料　表

側 溝 蓋

(枚)

20

(㎏/枚)

60

75

82

104

121

10ｍ当り

摘　　要
種　　別

B-300

B-400

B-450

B-500

B-600

寸 法 表

ｂ

430

530

580

630

730

ｈ

130

150

材　料　表

側 溝 蓋

(枚)

20

(㎏/枚)

68

84

92

116

131

10ｍ当り

摘　　要
種　　別

B-300

B-400

B-450

B-500

B-600

寸　法　表

ｂ

430

530

580

630

730

ｈ１

100

120

ｈ２

130

150

材　料　表

側 溝 蓋

(枚)

20

(㎏/枚)

65

80

88

110

128

10ｍ当り

摘　　要

側　溝　蓋

騒音防止コンクリート蓋

FD1-(B),FD2-(B),FD調整用-(B)

20

120

20

b

5
0
0

2
5

160

h
1

b

h
2

20

120

20

b

5
0
0

2
5

160

b

h

20

120

20

b

5
0
0

160

b

h
2

h
1h
2

1
5



(l)

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

２６

尺
備

考

U型側溝用場所打ち蓋(連続用)

１　型

打放し型枠

２　型

コンクリートσck=24N/mm2R1

R2 打放し型枠

コンクリートσck=24N/mm2R1

R2

種　　別

１　型

２　型

B300

B400

B300

B400

寸　　法　　表

b1

430

530

430

530

b2

370

470

370

470

b3

390

490

390

490

ｔ

6

8

6

8

材　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　表

ｺﾝｸﾘｰﾄ

0.54

0.65

0.47

0.58

3.9

4.9

3.9

4.9

鉄　　　　　　　　　　筋

単位重量

(㎏/ｍ)

0.995

0.995

(本)

200

200

370

470

370

470

(㎏)

73.63

93.53

73.63

93.53

(本)

4

5

4

5

(l)

9920

9920

(㎏)

39.48

49.35

39.48

49.35

計

(㎏)

113.11

142.88

113.11

142.88

10ｍ当り

摘　　要R1 SD345-D13 R2 SD345-D13

SD345-D13

SD345-D13

SD345-D13

SD345-D13

(㎡)

打放し型枠

(m3)

側　溝　蓋

U型側溝用場所打ち蓋(連続用)

F1-(B),F2-(B)(連続用)

・必要に応じて、グレーチング蓋を設けること。

・車両横断箇所に使用する場合は別途検討すること。

30 b2 30

b1

20 b3 20

b1

t

1
3
0

3
0

1
3
0

30 b2 30

b1

20 b3 20

b1

t 3
0

1
3
0

1
0
0



・材料表の数量はL=400の場合であり、Lが異なる場合は別途算出すること。

（　）は２型

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H30.3

尺
備

考

1／15

U型側溝用場所打ち蓋(調整用)

コンクリートσck=24N/mm2

R1

R2

(
1
5
0
)

(
1
2
0
)

(
1
5
0
)

１　型

２　型

(　)はB=500・600

屈　曲　部（1/15） 45°
30°端　部（1/15）

SD345-D13

SD345-D13

側　溝　蓋

U型側溝用場所打ち蓋(調整用)

F1-(B),F2-(B)(調整用)

30 b2 30

b1

1
0
0

1
3
0

3
0

1
3
0

n@50

3
0

b
2

3
0

b
1

40 40

L=400

L=4
00

L=400 L=400

L=400

場所打ち二次製品

種　　　別

端　部

B-300

B-400

B-450

B-500

B-600

B-300

B-400

B-450

B-500

B-600

寸法表

b1

430

530

580

630

730

430

530

580

630

730

b2

370

470

520

570

670

370

470

520

570

670

材　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　表

コンクリート
(m3)

0.56(0.49)

0.69(0.61)

0.75(0.67)

0.95(0.85)

1.10(0.99)

型　　枠
(㎡)

 9.70( 9.07)

11.35(10.65)

12.17(11.44)

14.03(13.25)

15.78(14.93)

鉄　　　　　　　　　筋

単位重量

(㎏/ｍ)

0.995

0.995

(本)

200

(l)

370

470

520

570

670

(㎏)

73.63

93.53

103.48

113.43

133.33

(本)

100

125

100

125

(l)

320

(㎏)

31.84

39.80

39.80

39.80

39.80

計

(㎏)

105.47

133.33

143.28

153.23

173.13

25枚当り

摘　　要
R1 SD345-D13 R2 SD345-D13

場所打ち 二次製品 場所打ち 二次製品二次製品

B-600

B-300

B-400

B-450

B-500

B-600

730

430

530

580

630

730

670

370

470

520

570

670

0.995

100

125

屈曲部

屈曲部

(30度)

(45度)

0.96(0.85) 14.60(13.85)

0.87(0.78) 13.51(12.86)

1.13(1.01) 16.42(15.64)

1.00(0.90) 14.92(14.25)

1.22(1.09) 17.29(16.49)

1.06(0.95) 15.54(14.86)

1.49(1.36) 19.36(18.54)

1.27(1.17) 17.27(16.59)

1.65(1.51) 21.01(20.15)

1.36(1.25) 18.29(17.59)

375

375

138.38

138.80

60.20

53.93 192.73

198.58

175.79 71.88 247.67

176.37 62.24 238.61

194.47 70.21 264.68

195.09 59.65 254.74

213.18 68.56 281.74

212.32 57.09 269.41

250.59 65.21 315.80

239.27 51.94 291.21

（　）は２型

（　）は２型

＊

＊

＊

＊

２７

・場所打ちU型側溝及びFU型側溝の端部調整及び屈曲部に使用する。

・鉄筋(＊)については図集手引きを参照のこと。

・車両横断箇所や大型車両が頻繁に乗る箇所に使用する場合は別途検討すること。

1/10



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

R6.3

２８

尺
備

考

グレーチング蓋

１　型 ２　型

かさ上げ材かさ上げ材

種　　別

B-300

B-400

寸　法　表

ｂ１

430

530

ｔ１

50

60

ｔ２

80

70

材　　　　　料　　　　　表

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

(枚)

20

20

(㎏/枚)

19.9

26.2

かさ上げ材　(ｍ)

□80×40×3.2

10

――

□70×40×3.2

――

10

10ｍ当り

摘　　要

T=25t

種　　別

B-300

B-400

寸　　　法　　　表

ｂ１

430

530

ｂ２

431

531

ｔ１

50

60

ｔ２

50

40

ｔ３

80

70

材　　　　　　　料　　　　　　　表

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

(枚)

20

20

(㎏/枚)

19.9

26.2

かさ上げ材　(ｍ)

PL120(90)×4.5-2

10

――

PL110(80)×4.5-2

――

10

10ｍ当り

摘　　要

T=25t

側　溝　蓋

グレーチング蓋

GC1-(B),GC2-(B)

・スベリ止め加工したものを使用する。

・車両が通行する箇所に設置する場合、ボルト固定式を原則とする。

5
0
1

b1

B

b1

t
1

t
21
3
0

5
0
1

b1

B

b1

t
2
t
1

1
0
0

t
1

t
3 1
3
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

H22.3

２９

尺備

考

･　歩道部の舗装がインターロッキング舗装の場合、　　部のコンクリートは

施工しない。

･  基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  伸縮目地(エラスタイト)を20m程度に1箇所設ける。

･  排水用の水抜き加工した縁石を5m～10m程度に1箇所設ける。

標準部(B500)

基 礎 材

6%

標 準 部

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2
水 抜 き

種　　別

H150-T190

H150-T200

H150-T250

H200-T190

H200-T200

H200-T250

H250-T190

H250-T200

H250-T250

寸　　　　　　法　　　　　　表

Ｈ

150

200

250

Ｔ

190

200

250

190

200

250

190

200

250

ｂ１

830

870

880

ｂ２

150

180

ｂ３

15

20

25

ｂ４

880

920

930

ｈ１

200

250

300

ｈ２

100

110

160

100

110

160

100

110

160

ｈ３

410

420

470

460

470

520

510

520

570

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

16.5

16.5
または

5

敷モルタル
(m3)

コンクリート
(m3)

1.31(1.21)

1.39(1.29)

1.81(1.70)

1.35(1.25)

1.44(1.33)

1.87(1.77)

1.36(1.26)

1.45(1.34)

1.89(1.78)

型　　枠
(m2)

3.60(2.90)

3.80(3.10)

4.80(4.10)

3.60(2.90)

3.80(3.10)

4.80(4.10)

3.60(2.90)

3.80(3.10)

4.80(4.10)

基 礎 材
(m3)

0.88

0.92

0.93

10ｍ当り

摘　　要

(　)は

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装用

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ A

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B(L)

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C(L)

寸　　法　　表

ａ

150

180

180

ｂ

190

230

240

ｈ

200

250

300

Ｌ

600

600

2000

600

2000

摘　　要

JIS A 5371

0.02

0.02

0.02

4
0

7
0

h
1

1
0

h2

10
0

h
3

h

b

a L

L 型 側 溝

標準部(B500)

L(A)500-(H-T)

150 b3 b3 B=500

b1

T

50 b1

b4

H

b2



(m3)

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

H22.3

３０

尺
備

考

･　歩道部の舗装がインターロッキング舗装の場合、　　部のコンクリートは

施工しない。

･  基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  自転車歩行者用の乗入部に切下げる場合は、エプロン勾配が4％のため

切下げ部ですりつけを行う。

切下げ部(B500)

　基礎材

切下げ部

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

4%～6%

(6%)

(自転車歩行者用)

6%

4%

切
下
げ
部

自
転
車
歩
行
者

（

（

乗
入
部

（

（

標
準
部

（

（
種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ AS

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ BS

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ CS

寸　　　　　　法　　　　　　表

ａ１

150

180

ｂ１

190

230

240

ｈ１

200

250

300

ａ２

205
(200)

ｂ２

205

ｈ２

80
(70)

ｈ３

80
(100)

Ｌ

600

600

600

摘　　要

(　)は

車両乗入用

種　 別

H150-T190

H150-T200

H150-T250

H200-T190

H200-T200

H200-T250

H250-T190

H250-T200

H250-T250

寸　　　　　　法　　　　　　表

H

20～
150

20～
200

20～
250

T

190

200

250

190

200

250

190

200

250

b1

830

870

880

b2

150

180

180

b3

15

20

25

b4

880

920

930

h1

200

250

300

h2

100

110

160

100

110

160

100

110

160

h3

410

420

470

460

470

520

510

520

570

材　　　　　　　　料　　　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

10

10

10

敷モルタル
(m3)

0.011

0.014

コンクリート

自歩乗入部
(m3)

車両乗入部
型　　枠

(㎡)

2.16(1.74)

2.28(1.86)

2.88(2.46)

2.16(1.74)

2.28(1.86)

2.88(2.46)

2.16(1.74)

2.28(1.86)

2.88(2.46)

基 礎 材
(m3)

0.53

0.55

0.56

10箇所(6ｍ)当り

摘　　要

(　)は
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装時

0.79(0.73)

0.84(0.78)

1.09(1.03)

0.82(0.75)

0.87(0.81)

1.13(1.07)

0.83(0.77)

0.88(0.82)

1.15(1.08)

0.79(0.72)

0.84(0.77)

1.08(1.02)

0.81(0.75)

0.86(0.80)

1.12(1.06)

0.82(0.75)

0.87(0.81)

1.13(1.07)

L 型 側 溝

切下げ部(B500)

L(B)500-(H-T)

0.013

h
1

b1

a1 L
150 b3 b2 b3 B=500

b1

T

50 b1

b4

h
1

10

h
2

1
0
0

4
0

70

h
3

h
2

b2

a2
H



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

R6.3

３１

尺
備

考

･　基礎材は指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。 L 型 側 溝

乗入部(B500)

L(C)500-(H-T)

乗入部(B500)

　基礎材

乗 入 部

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

4%

6%

(自転車歩行者用)

乗 入 部
(車両乗入用)

　基礎材

コンクリートσck=18N/mm2

敷モルタル(1:3)

種　　別

H20-T190

H20-T200

H20-T250

H20-T190

H20-T200

H20-T250

寸 法 表

Ｔ

190

200

250

190

200

250

ｈ２

100

110

160

100

110

160

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ

(個)

20.2

20.2

敷モルタル

(m3)

0.021

0.021

コンクリート

(m3)

1.16

1.23

1.61

1.13

1.21

1.58

型　　枠

(㎡)

2.9

3.1

4.1

2.9

3.1

4.1

基 礎 材

(m3)

0.81

0.81

10ｍ当り

摘　　要

自転車歩行者用

車 両 乗 入 用

50 205 B=500

755

T

50 755

805

H
=
2
0

50 205 B=500

755

T

50 755

805

7
0

205

8
0

1
0

h
2

1
0
01
9
0
+
h
2

1
0
0

1
0

h
2

1
0
02
1
0
+
h
2

1
0
0

200

205

8
0

6
0

200

490

2
0
0

（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）
断面図

（車両乗入用）
断面図

5

平面図
（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）

平面図
（車両乗入用）

12

22

490

1
0
0

1
002
0
5



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

H22.3

３２

尺備

考

･　歩道部の舗装がインターロッキング舗装の場合、　　部のコンクリートは

施工しない。

･  基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  伸縮目地(エラスタイト)を20m程度に1箇所設ける。

･  排水用の水抜き加工した縁石を5m～10m程度に1箇所設ける。

標準部(B400)

基 礎 材

6%

標 準 部

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

種　　別

H150-T184

H150-T200

H150-T250

H200-T184

H200-T200

H200-T250

H250-T184

H250-T200

H250-T250

寸　　　　　　法　　　　　　表

Ｈ

150

200

250

Ｔ

184

200

250

184

200

250

184

200

250

ｂ１

730

770

780

ｂ２

150

180

ｂ３

15

20

25

ｂ４

780

820

830

ｈ１

200

250

300

ｈ２

100

116

166

100

116

166

100

116

166

ｈ３

410

426

476

460

476

526

510

526

576

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

16.5

16.5
または

5

16.5
または

5

敷モルタル
(m3)

0.019

0.023

0.024

コンクリート
(m3)

1.12(1.02)

1.16(1.06)

1.29(1.18)

1.67(1.57)

1.17(1.07)

1.30(1.19)

1.69(1.58)

型　　枠
(㎡)

3.54(2.84)

3.86(3.16)

4.86(4.16)

3.54(2.84)

3.86(3.16)

4.86(4.16)

3.54(2.84)

3.86(3.16)

4.86(4.16)

基 礎 材
(m3)

0.78

0.82

0.83

10ｍ当り

摘　　要

(　)は
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装用

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ A

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B(L)

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C(L)

寸　　法　　表

ａ

150

180

180

ｂ

190

230

240

ｈ

200

250

300

Ｌ

600

600

2000

600

2000

摘　　要

JIS A 5371

1.24(1.13)

1.60(1.50)

L 型 側 溝

標準部(B400)

L(A)400-(H-T)

150 b3 b3 B=400

b1

T

50 b1

b4

H

4
0

7
0

h
1

1
0

h2

10
0

h
3

h

b

a L

b2



･　歩道部の舗装がインターロッキング舗装の場合、　　部のコンクリートは

20～

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

H22.3

３３

尺
備

考

施工しない。

･  基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  自転車歩行者用の乗入部に切下げる場合は、エプロン勾配が4％のため

切下げ部ですりつけを行う。

切下げ部(B400)

　基礎材

切下げ部

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

4%～6%

(自転車歩行者用)

6%

4%

切
下
げ
部

自
転
車
歩
行
者

（

（

乗
入
部

（

（

標
準
部

（

（

種　 別

H150-T184

H150-T200

H150-T250

H200-T184

H200-T200

H200-T250

H250-T184

H250-T200

H250-T250

寸　　　　　　法　　　　　　表

H

20～

20～
250

T

184

200

250

184

200

250

184

200

250

b1

730

770

780

b2

150

180

180

b3

15

20

25

b4

780

820

830

h1

200

250

300

h2

100

116

166

100

116

166

100

116

166

h3

410

426

476

460

476

526

510

526

576

材　　　　　　　　料　　　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

10

10

10

敷モルタル
(m3)

0.011

0.014

0.014

コンクリート

自歩乗入部
(m3)

0.75(0.69)

0.70(0.64)

0.78(0.71)

1.01(0.94)

0.71(0.65)

0.78(0.72)

1.02(0.95)

車両乗入部
(m3)

0.67(0.61)

0.74(0.68)

0.70(0.63)

0.77(0.71)

1.00(0.94)

0.70(0.64)

0.78(0.72)

1.01(0.95)

型　　枠
(㎡)

2.12(1.70)

2.32(1.90)

2.92(2.50)

2.12(1.70)

2.32(1.90)

2.92(2.50)

2.12(1.70)

2.32(1.90)

2.92(2.50)

基 礎 材
(m3)

0.47

0.49

0.50

10箇所(6ｍ)当り

摘　　要

(　)はｲﾝﾀｰﾛｯｷ
ﾝｸﾞ舗装時

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ AS

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ BS

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ CS

寸　　　　　　法　　　　　　表

ａ１

150

180

ｂ１

190

230

240

ｈ１

200

250

300

ａ２

205
(200)

ｂ２

205

ｈ２

80
(70)

ｈ３

80
(100)

Ｌ

600

600

600

摘　　要

(　)は
車両乗入用

200

150

H

0.68(0.62)

0.97(0.90) 0.96(0.90)

 L 型 側 溝

切下げ部(B400)

L(B)400-(H-T)

h
1

b1

a1 L
150 b3 b2 b3 B=400

b1

T

50 b1

b4

h
1

10

h
2

1
0
0

4
0

70

h
2

b2

a2

h
3



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

R6.3

３４

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

乗入部(B400)

　基礎材

乗 入 部

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

4%

6%

(自転車歩行者用)

乗 入 部
(車両乗入用)

　基礎材

コンクリートσck=18N/mm2

敷モルタル(1:3)

種　　別

H20-T186

H20-T200

H20-T250

H20-T184

H20-T200

H20-T250

寸 法 表

Ｔ

186

200

250

184

200

250

ｈ２

100

114

164

100

116

166

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ

(個)

20.2

20.2

敷モルタル

(m3)

0.021

0.021

コンクリート

(m3)

0.97

1.06

1.39

0.94

1.05

型　　枠

(㎡)

2.86

3.14

4.14

2.84

3.16

4.16

基 礎 材

(m3)

0.71

0.71

10ｍ当り

摘　　要

自転車歩行者用

車 両 乗 入 用

1.38

L 型 側 溝

乗入部(B400)

L(C)400-(H-T)

50 205 B=400

655

T

50 655

705

H
=2

0

50 205 B=400

655

T

50 655

705

80

1
0

h
2

1
0
01
90
+
h2

1
0
0

10

h
2

1
0
021

0+
h
2

7
0

205

1
0
0

200
490

2
0
0

205

8
0

6
0

200

（車両乗入用）
断面図

5

平面図
（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）

平面図
（車両乗入用）

（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）
断面図

12

22

490

1
0
0

1
0
02
0
5



0.87

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

３５

尺
備

考

･  伸縮目地(エラスタイト)を、20m程度に1箇所設ける。

･  基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

種　　別

B-400

B-500

寸 法 表

ａ

520

620

ｈ

76

70

材　　　　　　料　　　　　　表

官民境界ﾌﾞﾛｯｸ

(個)

16.5

16.5

敷モルタル

(m3)

0.012

0.012

コンクリート

(m3)

型　　枠

(㎡)

3.00(2.00)

3.00(2.00)

基 礎 材

(m3)

0.52

0.62

10ｍ当り

摘　　要

(　)は

裏型枠なし

官民境界部

基 礎 材

官民境界ブロック

コンクリートσck=18N/mm2

官有地民有地

6%

(JIS A 5371)

(１：３)

敷モルタル

1.05

L 型 側 溝

官民境界部

LB-(B)

1
2
0

1
0

1
0
0

1
0
0

120 B

a

2
0
0

1
0
0

h



(㎡)

1.13

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

H22.3

３６

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  伸縮目地(エラスタイト)を20m程度に1箇所設ける。
1／20

標準部(マウントアップ)

基 礎 材

6%

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

標 準 部

種　　別

H100-T190

H100-T200

H100-T250

H150-T190

H150-T200

H150-T250

H200-T190

H200-T200

H200-T250

H250-T190

H250-T200

H250-T250

寸　　　　　　法　　　　　　表

Ｈ

100

150

200

250

Ｔ

190

200

250

190

200

250

190

200

250

190

200

250

ｂ１

750

750

750

755

ｂ２

190

185

180

180

ｂ３

10

15

20

25

ｂ４

800

800

800

805

ｈ１

150

200

250

300

ｈ２

100

110

160

100

110

160

100

110

160

100

110

160

ｈ３

360

370

420

410

420

470

460

470

520

510

520

570

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ

(個)

16.5

16.5

16.5

16.5

敷モルタル

(m3)

0.021

0.021

0.021

0.021

コンクリート

(m3)

型　　枠 基 礎 材

(m3)

0.8

0.8

0.8

0.81

10ｍ当り

摘　　要

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ A'

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ A

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B(L)

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C(L)

寸　　法　　表

ａ

190

185

180

180

ｂ

205

205

205

210

ｈ

150

200

250

300

Ｌ

600

600

600

2000

600

2000

摘　　要

JIS A 5371

1.20

1.58

1.13

1.20

1.58

1.13

1.20

1.58

1.13

1.21

1.58

2.90

3.10

4.10

2.90

3.10

4.10

2.90

3.10

4.10

2.90

3.10

4.10

参考図

標準部(マウントアップ)

5
0h
1

1
0

h
2

1
0
0

h
3

H

b

L

h

a

h

5 600 5

50 b2 b3 B=500

b1

T

50 b1

b4



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

３７

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

1／20

1／15

切下げ部(マウントアップ)1/2

基 礎 材

6%

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

Ⅰ～Ⅲ Ⅳ-①～Ⅳ-③

種　　別

(縁石)

Ⅳ－①

Ⅳ－②

Ⅳ－③

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

寸　　　　　　　　　　法　　　　　　　　　　表

Ｈ

100

150

200

250

Ｔ

190

200

250

190

200

250

190

200

250

190

200

250

190

200

250

190

200

250

ｂ１

750

～755

750

750

～800

750

750

750

～755

ｂ２

205

205

205

～255

205

205

205

～210

ｂ３

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

0～10

ｂ４

800

～805

800

800

～850

800

800

800

～805

ｈ１

80

～150

70

～150

70

～150

150

～200

200

～250

250

～300

ｈ２

100

110

160

100

110

160

100

110

160

100

110

160

100

110

160

100

110

160

l

845

605

605

605

605

605

摘　　要

(840) ①

② ③

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ- ①

- ②
- ③

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ Ⅰ

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ Ⅱ

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ Ⅲ

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ Ⅳ-①

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ Ⅳ-②

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ Ⅳ-③

寸　　　　　　法　　　　　　表

ａ１

180

185

190

ｂ１

210

205

205

ｈ１

300

250

200

150

ａ２

180

185

190

205

200

250

ｃ

―

40

20

ｂ２

205

255

ｈ２

250

200

150

80

100

150

ｈ３

―

70

Ｌ

600

840

600

摘　　要

参考図

切下げ部(マウントアップ)1/2

50 b2 b3 B=500

b1

T

50 b1

b4

h
1

1
0

h
2

1
00

b1

L

h
1

a1

b2

h
2

a2

b1

L

h1

a1

b2

h3

c

a2

h
2

5
600

5
600

5
600

5
600

5

h1
=3

00

2
5
0

2
0
0

1
5
0

8
0
～

1
5
0

l l l l
H

5
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

H22.3

３８

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

切下げ部(マウントアップ)2/2

敷モルタル(1:3)

基 礎 材

コンクリートσck=18N/mm2

l

種　　　別

縁石Ⅲ

縁石Ⅱ

縁石Ⅰ

T-190

T-200

T-250

T-190

T-200

T-250

T-190

T-200

T-250

材　　　　料　　　　表

敷ﾓﾙﾀﾙ

(m3)

0.012

0.012

0.012

0.012

0.012

0.012

ｺﾝｸﾘｰﾄ

(m3)

0.68

0.73

0.68

0.73

0.68

0.73

型　枠

(㎡)

1.75

1.88

2.48

1.75

1.88

2.48

1.75

1.88

2.48

基礎材

(m3)

0.48

0.48

0.48

0.48

0.48

0.48

0.49

0.49

0.49

10箇所当り

摘　　要

l=605

種　　　別

一

段

切

下

げ

二

段

切

下

げ

三

段

切

下

げ

四

段

切

下

げ

H100-T190

H100-T200

H100-T250

H150-T190

H150-T200

H150-T250

H200-T190

H200-T200

H200-T250

H250-T190

H250-T200

H250-T250

材　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　表

縁　　　　　　　　　石

Ⅰ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Ⅱ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Ⅲ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Ⅳ－①

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Ⅳ－② Ⅳ－③
敷ﾓﾙﾀﾙ
(m3)

0.017

0.012

0.014

0.017

0.012

0.014

0.017

0.012

0.014

0.026

0.026

0.026

ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.95

0.68

0.73

0.98

1.38

1.75

1.46

2.48

2.19

3.21

2.92

2.93

型　枠
(㎡)

2.45

1.75

2.62

1.88

3.46

2.48

4.96

7.44

9.92

基礎材
(m3)

0.68

0.48

0.68

0.48

0.68

0.48

1.16

0.98

1.16

0.98

1.16

0.98

2.13

1.95

2.13

1.95

2.13

1.95

10箇所当り

摘　　要
(１箇所 l)

l＝ 845

l＝ 605

l＝ 605

l＝ 845

l＝ 605

l＝ 605

l＝ 845

l＝ 605

l＝ 605

l＝1450

l＝1210

l＝1210

l＝1450

l＝1210

l＝1210

l＝1450

l＝1210

l＝1210

l＝2055

l＝1815

l＝1815

l＝2055

l＝1815

l＝1815

l＝2055

l＝1815

l＝1815

l＝2660

l＝2420

l＝2420

l＝2660

l＝2420

l＝2420

l＝2660

l＝2420

l＝2420

1.02

0.70

2.20

4.50

0.50

0.50

0.50

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0.96

0.96

0.96

0.013

0.013

0.013

0.030

0.025

0.030

0.025

0.030

0.025

0.75

1.34

0.96

1.64

1.37

1.48

2.30

1.92

1.94

4.21

3.51

3.75

5.95

0.97

0.97

0.97

0.042 2.32 5.96 1.65

0.037 2.05 1.45

0.039 2.07
5.26

1.47

0.042 6.37 1.65

0.037
5.63

1.45

0.039 1.47

0.042 3.25 8.43 1.65

0.037 2.87 1.45

0.039 2.90 1.47

0.055 3.01 7.71

0.050 2.73 1.94

0.051 2.75
7.02

0.055 8.25

0.050 1.94

0.051
7.50

0.055 4.21

0.050 3.83 1.94

0.051 3.86

10.91

参考図

切下げ部(マウントアップ)2/2

一段切下げ

二段切下げ　l

三段切下げ　l

四段切下げ　l



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
R6.3

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

1／15

参考図

乗入部(マウントアップ)

３９

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

乗入部(マウントアップ)

4%

6%

(自転車歩行者用)

乗 入 部
(車両乗入用)

乗 入 部

種　　別

H20-T190

H20-T200

H20-T250

H20-T190

H20-T200

H20-T250

H20-T190

H20-T200

H20-T250

寸　　　　　　法　　　　　　表

Ｈ

20

20

20

Ｔ

190

200

250

190

200

250

190

200

250

ｂ１

755

755

805

ｂ２

205

200

250

ｂ３

―

5

5

ｂ４

805

805

855

ｈ１

80

100

150

ｈ２

100

110

160

100

110

160

100

110

160

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

20.2

20.2

20.2

敷モルタル
(m3)

0.021

0.021

0.026

コンクリート
(m3)

1.16

1.23

1.61

1.13

1.21

1.58

1.18

1.26

1.66

型　　枠
(㎡)

基 礎 材
(m3)

0.81

0.81

0.86

10ｍ当り

摘　　要

境界ﾌﾞﾛｯｸD

境界ﾌﾞﾛｯｸE

境界ﾌﾞﾛｯｸF

　基礎材

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

　基礎材

コンクリートσck=18N/mm2

敷モルタル(1:3)

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ E

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ F

寸　　　　法　　　　表

ａ

200

250

ｂ

205

255

ｈ１

100

150

ｈ２

70

Ｌ

490

Ｃ

40

20

摘　　要

3.10

2.90

3.10

4.10

2.90

3.10

4.10
2.90

4.10

50 B=500

T

50

H
=
2
0

50 B=500

T

50 b1

b4

1
0

h2
10
0

h1

10

h2
1
0
0

b2 b3

b4

b1

b2

h1

H
=
2
0

h
2

b

h1

c

a

5 490 5

205

8
0

6
0

200
L

b

5

平面図

（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）

（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）
断面図

12

22

断面図
（車両乗入用） （車両乗入用）

平面図

490

10
0

1
0
02
0
5



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

R6.3

４０

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

MA1・2型(G1)・(G2)雨水桝

L型用雨水桝

MA1・2型(G1)・(G2)雨水桝

MA1,2(G1,G2)

･　グレーチング蓋はスベリ止め加工したものを使用する。

S = 1：3保護キャップ

G1型 G2型

（並目） （細目）

MA1(G1)

種　別

MA1(G2)

MA2(G1)

MA2(G2)

ｈ1 ｈ2

600 480

800 680

10

躯　　体

（個） （kg/個）

390

273

（ｍ3）

基礎型枠

（ｍ2）

基礎材

（ｍ3）

0.1

0.1

0.6

0.6

0.63

0.63

寸法表 材　　　料　　　表

摘　要

10箇所当り

底部コンクリート

（ｍ3）

0.15

0.15

基礎コンクリート

10

・ グレーチング・受枠の仕上は溶融亜鉛メッキとする。

・ G2（細目）は保護キャップを設けること

グレーチング蓋T-25（ボルト固定）　

G1型378×500×55
G2型378×500×55

6%

σck=18N/㎜2

σck=18N/㎜2

4
6

378378

5
0
0

5
0
0

5
5

5
550 120 360 120 50

700

1
0
0

1
2
0

h
2

h
1底部コンクリート

220

170
基礎コンクリート

基礎材

5
0 3
8

8
2

3
6
0

8
2

3
85
0

50 120 340 72 78 50

50 120 340 150 50

710

710

7
0
0

1
0
0
1
0
0

基礎材



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／15

R6.3

４１

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

MB1・2型(G1)・(G2)雨水桝

L型用雨水桝

MB1・2型(G1)・(G2)雨水桝

MB1,2(G1,G2）

･　グレーチング蓋はスベリ止め加工したものを使用する。

6%

σck=18N/㎜2

S = 1：3保護キャップ

G1型378×500×55
G2型378×500×55

グレーチング蓋T-25（ボルト固定）　

G2型

（細目）

G1型

（並目）

MB1(G1)

種　別

MB1(G2)

MB2(G1)

MB2(G2)

ｈ1 ｈ2

600 480

800 680

躯　　体

（ｍ3）

底部コンクリート

（ｍ3）

基礎材

（ｍ3）

0.0

0.0

0.15

0.15

0.46

0.46

寸法表 材　　　料　　　表

摘　　要

10箇所当り

縁　　石

（個）

10

10

敷モルタル

縁石

JIS5307

（個） （kg/個）

10 273

39010

・ グレーチング・受枠の仕上は溶融亜鉛メッキとする。

・ G2（細目）は保護キャップを設けること

官民境界ブロック

敷モルタル（1：3）

120 340 72 78 50

660

120 340 150 50

1
0

1
2
0

660

5
0 3
8

8
2

3
6
0

8
2

3
85
0

7
0
0

底部コンクリート

基礎材

4
6

1
0
0

1
2
0

h
2

h
1

50 120 360 120 50

700

378

5
0
0

378

5
0
0

5
5

55



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／20

H30.3

４２

尺
備

考

b2

街 渠 桝 (車道用)

コンクリート

基礎材

（σck=18N／mm2）

6%

グレーチング蓋
T-25

G 2 型
(細　目)

G 1 型
(一 般)

種　　別
（Ｂ×Ｌ×Ｈ）

300×700× 700

300×700× 900

400×700× 800

400×700×1000

500×700× 900

500×700×1100

寸　　　　　法　　　　　表

b1

150

200

b2

700

(650)

800

(750)

900

(850)

1000

(950)

h1

150

200

h2

200

200

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

b3×b4×t

G1型

395×800×75

G2型

407×800×50

G1型

501×800×75

G2型

498×800×50

G1型
607×800×75

G2型
304×800×50×2

材　　　　　　　　料　　　　　　　　表

ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3)

G1型

4.54

5.38

5.37

8.75

G2型

4.47

5.31

5.29

8.63

型　枠(㎡)

G1型 G2型

基礎材(m3)

一般部

1.16

1.32

1.49

2.40

境界部

1.07

1.24

1.40

2.28

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

(枚)

10

10

10

(㎏/枚)

G1型

47.9

G2型

59.9

G1型

57.2

G2型

70.7

G1型

66.5

G2型

85.2

10箇所当り

摘　　要

(　)は

裏型枠なし

64.42

81.64

3.77

4.55

3.69

4.47

45.83

(36.83)

56.23

(45.23)

54.74

(44.80)

65.94

(54.00)

(53.55)

(67.49)

45.01

(36.27)

55.41

(44.67)

53.89

(44.20)

65.09

(53.40)

63.51

(52.90)

80.63

(66.75)

街 渠 桝 (車道用)

MC(G1,G2)-(B×L×H)

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  盗難防止用金具及び騒音抑止金具を設置すること。

･  コンクリート・型枠数量は、流入・流出のための側溝類、

   パイプ類による減少量は考慮していない。

･　グレーチング蓋はボルト固定式を原則とし，スベリ止め加工したものを使用する。

1
5
0

H
b
1

L
b
1

5050

h
1

t

b1 B b1

h
2

B

t t

b3

b
4

b3

b
4



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／20

R6.3

４３

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。
･  コンクリート・型枠数量は、流入・流出のための側溝類、

   パイプ類による減少量は考慮していない。

･  盗難防止用金具及び騒音抑止金具を設置すること。

街 渠 桝 (歩道用)

G 2 型
(細　目)

コンクリート

基礎材

（σck=18N／mm2）

6%

グレーチング蓋
T-6

種　　別
（Ｂ×Ｌ×Ｈ）

300×700× 700

300×700× 900

400×700× 800

400×700×1000

500×700× 900

500×700×1100

寸　　　　　法　　　　　表

b1

150

200

b2

700

(650)

800

(750)

900

(850)

1000

(950)

h1

150

200

h2

200

200

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

b3×b4×t

G2型

393×800×44

G2型

494×800×44

G2型

594×800×44

材　　　　　　　　料　　　　　　　　表

ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3)

G2型

型　枠(㎡)

G2型

基礎材(m3)

一般部

1.16

1.32

1.49

2.40

境界部

1.07

1.24

1.40

2.28

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

(枚)

10

10

10

(㎏/枚)

54.1

65.5

76.8

10箇所当り

摘　　要

(　)は

裏型枠なし

3.67

4.45

4.46

5.30

5.29

8.61

44.84(36.15)

55.24(44.55)

53.69(44.06)

64.89(53.26)

63.33(52.76)

80.43(66.60)

街 渠 桝 (歩道用)

MD(G2)-(B×L×H)･　グレーチング蓋はスベリ止め加工したものを使用する。

･　車両が通行する箇所に設置する場合、ボルト固定式を原則とする。

t

b
4

1
5
0

H
b
1

L
b
1

5050

h
1

t

b1 B b1

h
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B
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b2



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／20

R6.3

４４

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  盗難防止用金具及び騒音抑止金具を設置すること。

集 水 桝

グレーチング蓋
(細　目)

コンクリート

基礎材

（σck=18N／mm2）

グレーチング蓋

T-14 594×605×38

種　　別
(Ｂ×Ｌ×Ｈ)

500×500×650

材　　　　　料　　　　　表

コンクリート
(m3)

3.43

型　　枠
(㎡)

40.72

基 礎 材
(m3)

1.22

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

(枚)

10

(㎏/枚)

52.7

10箇所当り

摘　　要

集 水 桝

ME-500×500×650

･　グレーチング蓋はスベリ止め加工したものを使用する。

･　車両が通行する箇所に設置する場合、ボルト固定式を原則とする。

2
0
0

594

1
5
0

5
0
0

1
5
0

8
0
0

150 500 150

800

150500150

800

3
8

6
5
0

1
5
0

1
5
0

8
0
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900

6
0
5

3
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福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H30.3

４５

尺
備

考

ヒューム管（遠心力鉄筋コンクリート管） 90°基礎

90°

D
t

t

JIS A 5372

σck=18N／mm2
基礎コンクリート

基礎材

種　　別

P1(RC)φ200

P1(RC)φ250

P1(RC)φ300

P1(RC)φ350

P1(RC)φ400

P1(RC)φ450

P1(RC)φ500

P1(RC)φ600

P1(RC)φ700

寸　　　　　法　　　　　表

Ｄ

200

250

300

350

400

450

500

600

700

ｔ

27

28

30

32

35

38

42

50

58

ｂ１

400

450

500

550

550

600

650

750

850

ｂ２

600

650

700

750

750

800

850

950

1050

ｈ１

504

556

610

664

770

826

884

1000

1166

ｈ２

140

150

160

170

220

230

240

260

320

ｈ３

100

100

100

100

150

150

150

150

200

ｈ４

150

150

150

150

150

150

150

150

150

材　　　　　料　　　　　表

管 本 数
(本)

4.1

4.1

4.1

4.1

4.1

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.51

1.05

基礎型枠
(㎡)

基 礎 材
(m3)

0.90

0.98

1.05

1.13

1.13

1.20

1.28

1.43

1.58

10ｍ当り

摘　　要

JIS A 5372

遠心力鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ管使用

5.0

5.0

5.0

5.0 2.80

3.00

3.20

3.40

4.40

4.60

4.80

5.20

6.40

0.61

0.71

0.81

1.18

1.32

1.60

2.25

管渠工

遠心力鉄筋コンクリート管90°基礎

HPP90°-(D)
･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･　使用管種はJIS A5372遠心力鉄筋コンクリート管外圧管第1種を標準とする。

･　管本数の計算に用いた単管長は、管径D200～350の場合を2000㎜、

　 D400～1800の場合を2430㎜としている。

･　継手形式は、別途考慮すること。

100 b1 100

b2

h
3 h
2

h
4

h
1



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H22.3

４６

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

プレストレストコンクリート管90°基礎

90°

D

t

t

JIS A 5373

σck=18N／mm2
基礎コンクリート

基礎材

種　　別

P1(PC)φ500

P1(PC)φ600

P1(PC)φ700

寸　　　　　法　　　　　表

Ｄ

500

600

700

ｔ

65

69

71

ｂ１

650

750

850

ｂ２

850

950

1050

ｈ１

930

1038

1192

ｈ２

250

260

330

ｈ３

150

150

200

ｈ４

150

150

150

材　　　　　料　　　　　表

管 本 数
(本)

2.5

2.5

2.5

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基礎型枠
(㎡)

5.00

5.20

6.60

基 礎 材
(m3)

1.28

1.43

1.58

10ｍ当り

摘　　要

JIS A 53731.34

1.56

2.30

管渠工

プレストレストコンクリート管90°基礎

HPPC90°-(D)

100 b1 100

b2

h
3 h
2

h
4

h
1



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H30.3

４７

尺
備

考
･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

ヒューム管（遠心力鉄筋コンクリート管） 180°基礎

種　　別

P2(RC)φ200

P2(RC)φ250

P2(RC)φ300

P2(RC)φ350

P2(RC)φ400

P2(RC)φ450

P2(RC)φ500

P2(RC)φ600

P2(RC)φ700

寸　　　　　法　　　　　表

Ｄ

200

250

300

350

400

450

500

600

700

ｔ

27

28

30

32

35

38

42

50

58

ｂ１

500

550

600

650

700

750

800

900

1050

ｂ２

700

750

800

850

900

950

1000

1100

1250

ｈ１

504

556

610

664

770

826

884

1000

1166

ｈ２

230

260

280

310

390

420

450

500

610

ｈ３

100

100

100

100

150

150

150

150

200

ｈ４

150

150

150

150

150

150

150

150

150

材　　　　　料　　　　　表

管 本 数
(本)

5.0

5.0

5.0

5.0

4.1

4.1

4.1

4.1

4.1

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.17

2.58

基礎型枠
(㎡)

4.60

5.20

5.60

6.20

7.80

8.40

9.00

10.00

12.20

基 礎 材
(m3)

1.05

1.13

1.20

1.28

1.35

1.43

1.50

1.65

1.88

10ｍ当り

摘　　要

JIS A 5372

遠心力鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ管使用

D
t

t

JIS A 5372

σck=18N／mm2
基礎コンクリート

基礎材

180°
0.90

1.06

1.34

1.86

2.06

2.26

3.79

管渠工

遠心力鉄筋コンクリート管180°基礎

HPP180°-(D)

･　使用管種はJIS A5372遠心力鉄筋コンクリート管外圧管第1種を標準とする。

･　管本数の計算に用いた単管長は、管径D200～350の場合を2000㎜、

　 D400～1800の場合を2430㎜としている。

･　継手形式は、別途考慮すること。

100 b1 100

b2

h
3

h
2

h
4

h
1



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H22.3

４８

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

プレストレストコンクリート管180°基礎

D

t

t

JIS A 5373

σck=18N／mm2
基礎コンクリート

基礎材

180°

種　　別

P2(PC)φ500

P2(PC)φ600

P2(PC)φ700

寸　　　　　法　　　　　表

Ｄ

500

600

700

ｔ

65

69

71

ｂ１

850

950

1050

ｂ２

1050

1150

1250

ｈ１

930

1038

1192

ｈ２

470

520

630

ｈ３

150

150

200

ｈ４

150

150

150

材　　　　　料　　　　　表

管 本 数
(本)

2.5

2.5

2.5

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基礎型枠
(㎡)

9.40

10.40

12.60

基 礎 材
(m3)

1.58

1.73

1.88

10ｍ当り

摘　　要

JIS A 5373

100 b1

b2

h
3

h
4

h
1

100

h
2

2.44

2.80

3.83

管渠工

プレストレストコンクリート管180°基礎

HPPC180°-(D)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H30.3

４９

尺
備

考

･　使用管種はJIS A5372遠心力鉄筋コンクリート管外圧管第1種を標準とする。

･  管本数の計算に用いた単管長は、管径D200～350の場合を2000mm、

   D400～1800の場合を2430mmとしている。

･  継手形式は、別途考慮すること。

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

ヒューム管（遠心力鉄筋コンクリート管）360°基礎(1)

D
t

t

P3型 鉄筋組立図

(D400以下)

(D450以上)

R3R1

R2

1R

R3

JIS A 5372-1種

コンクリート
σck=18N／mm2

基礎材

150

種　　別

P3(RC)φ200

P3(RC)φ250

P3(RC)φ300

P3(RC)φ350

P3(RC)φ400

P3(RC)φ450

P3(RC)φ500

寸　　　　　法　　　　　表

Ｄ

200

250

300

350

400

450

500

ｔ

27

28

30

32

35

38

42

ｂ１

460

520

560

620

780

840

900

ｂ２

660

720

760

820

980

1040

1100

ｈ１

610

670

710

770

930

990

1050

ｈ２

460

520

560

620

780

840

900

ｈ３

100

100

100

100

150

150

ｊ

―

―

―

160

140

170

―

Ｋ

360(=2×180)

420(=2×210)

460(=2×230)

200

400(=2×200)

400(=2×200)

800(=4×200)

材　　　　　料　　　　　表

管 本 数
(本)

5.0

5.0

5.0

5.0

4.1

4.1

4.1

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.61

1.97

2.12

2.50

4.35

4.88

5.42

基礎型枠
(㎡)

9.20

10.40

11.20

12.40

15.60

16.80

18.00

基 礎 材
(m3)

0.99

1.08

1.14

1.23

1.47

1.56

1.65

10ｍ当り

摘　　要

JIS A 5372

遠心力鉄筋ｺﾝ

ｸﾘｰﾄ管(1種)

種　　別

P3(RC)φ200

P3(RC)φ250

P3(RC)φ300

P3(RC)φ350

P3(RC)φ400

P3(RC)φ450

P3(RC)φ500

鉄筋表

縦方向鉄筋 R１ (１ｍ当り)SD345

鉄筋径

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D16

本数

6

6

6

8

10

10

10

単位重量

(㎏/m)

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

1.560

重　　量

(㎏)

5.97

5.97

5.97

7.96

9.95

9.95

15.60

横方向鉄筋 R２ (１ｍ当り)SD345

鉄筋径

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

本数

5

5

5

5

5

5

5

1本当り

長さ(mm)

360

420

460

520

680

740

800

単位重量

(㎏/m)

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

重　　量

(㎏)

1.79

2.09

2.29

2.59

3.38

3.68

3.98

横方向鉄筋 R３ (１ｍ当り)SD345

鉄筋径

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

本数

5

5

5

5

5

5

5

1本当り

長さ(mm)

単位重量

(㎏/m)

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

重　　量

(㎏)

6.17

6.77

7.16

7.76

9.35

9.95

10.55

形　状

鉄筋総重量

(㎏)

13.93

14.83

15.42

18.31

22.68

23.58

30.13

1,240

1,360

1,440

1,560

1,880

2,000

2,120

を使用

管渠工

遠心力鉄筋コンクリート管360°基礎(1)

HPP360°-(D)

50 j k j 50
h
2

1
5
0

h
1

h
3

5
0

5
0

100 b1 100

b2

200 200

2
0
0

2
0
0

b1



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H30.3

５０

尺
備

考

･　使用管種はJIS A5372遠心力鉄筋コンクリート管外圧管第1種を標準とする。

･  管本数の計算に用いた単管長は、管径D200～350の場合を2000mm、

   D400～1800の場合を2430mmとしている。

･  継手形式は、別途考慮すること。

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

ヒューム管（遠心力鉄筋コンクリート管）360°基礎(2)

R2R1

R2

1R

σck=18N／mm2

D
t

t

2,320

種　　別

P4(RC)φ600

P4(RC)φ700

寸　　　　　法　　　　　表

Ｄ

600

700

ｔ

50

58

b 1

1000

1220

b 2

1200

1420

ｈ１

1200

1420

ｈ２

1000

1220

ｈ３

150

200

ｊ

150

160

ｋ

600(=3×200)

800(=4×200)

材　　　　　料　　　　　表

管 本 数
(本)

4.1

4.1

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

6.15

基礎型枠
(㎡)

20.00

24.40

基 礎 材
(m3)

2.40

2.84

10ｍ当り

摘　　要

種　　別

P4(RC)φ600

P4(RC)φ700

鉄筋表

縦方向鉄筋 R１ (１ｍ当り)SD345

鉄筋径

D13

D13

本　数

20

24

単位重量

(㎏/m)

0.995

0.995

重　　量

(㎏)

19.90

23.88

横方向鉄筋 R２ (１ｍ当り)SD345

鉄筋径

D13

D13

本　数

10

10

1本当り

長さ(mm)

単位重量

(㎏/m)

0.995

0.995

重　　量

(㎏)

23.08

27.46

形　状 鉄筋総重量
(㎏)

42.98

51.34

摘　　要

JIS A 5372-1種

基礎材

コンクリート

2,760

9.66

管渠工

遠心力鉄筋コンクリート管360°基礎(2)

HPP360°-(D)

200 200

2
0
0

b1

100

b2

b1 100

2
0
0

50

j

k j

50

5
0

j

k
j

5
0

h
2

h
1

h
3



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

５１

尺
備

考

管渠工基礎形式選定図(1)　参考

管渠工

管渠工基礎形式選定図(1)

参　考



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

５２

尺
備

考

管渠工基礎形式選定図(2)　参考

管渠工

管渠工基礎形式選定図(2)

参　考



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

５３

尺
備

考

管渠工基礎形式選定図(3)　参考

管渠工

管渠工基礎形式選定図(3)

参　考



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

５４

尺
備

考

管渠工基礎形式選定図(4)　参考

管渠工

管渠工基礎形式選定図(4)

参　考



ｄ’

100

ｄ’
摘　要

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H22.3

５５

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  製品の詳細寸法は鉄筋コンクリート製プレキャストボックスカルバート

   道路埋設指針を参考とする。

･  製品はT-25対応とする。

･  最大土被りは3mとする。

R C 型

σck=18N／mm2

基礎材

基礎コンクリート

敷モルタル(1:3)

プレキャストボックスカルバート

RC型

RCBox-(B×H)

種　別

(B×H)

寸　法　表 材　　料　　表

B' ｄ
敷モルタル 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 基 礎 材基礎型枠

(m3) (m3) (m2) (m3)

600×600

10m当り

700×700

800×800

900×600

900×900

1000×800

1000×1000

1000×1500

1060

1260

1360

1360

1460

1460

1460

150
0.232

0.232

0.252

0.252

0.252

1.06

1.26

1.36

1.36

1.46

1.46

1.46

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

1.59

1.89

2.04

2.04

2.19

2.19

2.19

1.742.001.160.192

0.212

0.172

1160

10m当り

(m3)

基 礎 材

(m2)

基礎型枠

(m3)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

(m3)

敷モルタル

材　　料　　表

B'

寸　法　表種　別

(B×H) ｄ

1100×1100

1200× 800

1200×1000

1200×1200

1200×1500

1300×1300

1400×1400

1500×1000

1500×1200

1500×1500

1800×1500

1800×1800

2000×1500

2000×1800

2000×2000

2200×1800

2200×2200

2300×2000

2300×2300

2400×2000

2400×2400

2500×1500

2500×1800

2500×2000

2500×2500

2800×2000

2800×2500

3000×1500

3000×2000

3000×2500

3000×3000

3500×2000

3500×2500

1560

1660

1660

1660

1660

1760

1860

1980

1980

1980

2300

2300

2520

2520

2520

200 150

0.272

0.292

0.292

0.292

0.292

0.312

0.332

0.356

0.356

0.356

0.420

0.420

0.464

0.464

0.464

2.34

2.49

2.49

2.49

2.49

2.64

2.79

2.97

2.97

2.97

3.45

3.45

3.78

3.78

3.78

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.12

3.32

3.32

3.32

3.32

3.52

3.72

3.96

3.96

3.96

4.60

4.60

5.04

5.04

5.04

2760

2760

2860

2860

2980

2980

3100

3100

3100

3100

3440

3440

3680

3680

3680

3680

4200

4200

250 200

0.512

0.512

0.532

0.532

0.556

0.556

0.580

0.580

0.580

0.580

0.648

0.648

0.696

0.696

0.696

0.696

0.800

0.800

5.52

5.52

5.72

5.72

5.96

5.96

6.20

6.20

6.20

6.20

6.88

6.88

7.36

7.36

7.36

7.36

8.40

8.40

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

6.90

6.90

7.15

7.15

7.45

7.45

7.75

7.75

7.75

7.75

8.60

8.60

9.20

9.20

9.20

9.20

10.50

10.50

摘　要

B'

2
0

d'
d

100
H

B

100



ｄ’
基 礎 材

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／25

H22.3

５６

尺
備

考

P C 型

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  製品の詳細寸法はＰＣボックスカルバート道路埋設指針を参考とする。

･  製品はT-25対応とする。

･  最大土被りは3mとする。

基礎材

基礎コンクリート
σck=18N／mm2

敷モルタル(1:3)

プレキャストボックスカルバート

PC型

PCBox-(B×H)

2
0

d'
d

100

H

B

種　別

（B×H)

寸　法　表

B' ｄ ｄ’

材　　　料　　　表

敷モルタル

(m3)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 基礎型枠 基 礎 材

10ｍ当り

(m3) (m2) (m3)

600×600

700×700

800×800

900×600

900×900

1000×1000

1100×1100

1200× 800

1200×1000

1200×1200

1300×1300

1400×1400

1000× 800

1500×1000

1500×1200

1500×1500

1050

1150

1250

1350

1350

1450

1450

1550

1650

1650

1650

1750

1900

1960

1960

1980

150 100

200 150

0.170

0.190

0.210

0.230

0.230

0.250

0.250

0.270

0.290

0.290

0.290

0.310

0.340

0.352

0.352

0.356

1.05

1.15

1.25

1.35

1.35

1.45

1.45

2.33

2.48

2.48

2.48

2.63

2.85

2.94

2.94

2.97

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

1.58

1.73

1.88

2.03

2.03

2.18

2.18

3.10

3.30

3.30

3.30

3.50

3.80

3.92

3.92

3.96

種　別

（B×H)

寸　法　表

B' ｄ
敷モルタル

(m3)

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

(m3)

基礎型枠

(m2) (m3)

摘　要

10ｍ当り

1800×1200

1800×1500

1800×1800

2000×1800

2000×1500

2000×2000

2200×1800

2200×2200

2300×1500

2300×1800

2300×2000

2300×2300

2400×2000

2400×2400

2500×1500

2500×1800

2500×2000

2500×2500

2800×1500

2800×2000

2800×2500

2800×2800

3000×1500

3000×2000

3000×2500

3000×3000

3500×2000

3500×2500

4000×2500

4000×2000

4500×2000

4500×2500

5000×2000

5000×2500

2300

2300

2300

2500

2500

2500

2760

2760

2860

2860

2860

2860

2960

2960

3060

3060

3060

3100

3400

3400

3400

3400

3600

3600

3600

3700

4200

4200

4700

4700

5300

5300

5860

5860

200 150

250 200

0.420

0.420

0.420

0.460

0.460

0.460

3.45

3.45

3.45

3.75

3.75

3.75

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

4.60

4.60

4.60

5.00

5.00

5.00

0.512

0.512

0.532

0.532

0.532

0.532

0.552

0.552

0.572

0.572

0.572

0.580

0.640

0.640

0.640

0.640

0.680

0.680

0.680

0.700

0.800

0.800

0.900

0.900

1.020

1.020

1.132

1.132

5.52

5.52

5.72

5.72

5.72

5.72

5.92

5.92

6.12

6.12

6.12

6.20

6.80

6.80

6.80

6.80

7.20

7.20

7.20

7.40

8.40

8.40

9.40

9.40

10.60

10.60

11.72

11.72

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

6.90

6.90

7.15

7.15

7.15

7.15

7.40

7.40

7.65

7.65

7.65

7.75

8.50

8.50

8.50

8.50

9.00

9.00

9.00

9.25

10.50

10.50

11.75

11.75

13.25

13.25

14.65

14.65

摘　要



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

５７

尺備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  製品はT-25対応とする。

横 断 暗 渠

基礎材

基礎コンクリート σck=18N/mm2

敷モルタル(1:3)

種　　別
（呼び径）

300

400

500

600

寸　　法　　表

ｂ１

300

300

400

450

ｂ２

460

560

670

770

ｈ

5　ｍ以下

5　ｍ以下

4　ｍ以下

2.5ｍ以下

材　　　　　料　　　　　表

敷モルタル
(m3)

0.06

0.06

0.08

0.09

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.46

0.56

0.67

0.77

基礎型枠
(㎡)

2.00

基 礎 材
(m3)

0.46

0.56

0.67

0.77

10ｍ当り

摘　　要

横断暗渠

OA-(Φ)

b2

2
0

1
0
0

1
0
0

b1

h



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

５８

尺
備

考

･　塩ビ管(本管)に取付ける支管は、接合材の他に離脱防止のために

   番線による締め付けを行うこと。

1／40

1／15
･  塩ビ管(取付管)の曲管は極力使用を避ける。

   使用する場合は1箇所のみとすること。

取付管標準構造図

(ヒューム管）

(ヒューム管）

(塩ビ管）

(VU)

(塩ビ管)

(VU)

取付管布設標準図

(TA-1) (TA-2)

塩ビ管(VU)

(15°、30°、45°、60°、75°)

(90SVR)
(A90SHR)

(VU)

硬質塩化ビニル管用90°支管

(90SVR)

支管取付部詳細図

ヒューム管用90°支管

(A90SHR)

取付管　　 

本管　　　

取付管　　 

本管　　　

プレーンエンド直管

ます取付単管(MSB)

曲管　　　　　　　　　　　　　

塩ビ管用90°支管

塩ビ管

ヒューム管用A型90°支管

ヒューム管

番線

下水道管用接合剤

塩ビ管φD

下水道管用接合剤

ヒューム管φD

ヒューム管(B型1種ソケット管)

取付管

取付管標準構造図

TA-1,TA-2



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

５９

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  掘削標準図は平均掘削深H=1400までに適用し、現地状況により、

1／20

1／10
   これに寄りがたい場合は監督員と協議のうえ決定すること。

･  掘削底面までの深さH=1.0m以内は直堀でも可。但し、転圧管理を十分に

　 行うこと。

種　　別
平均掘削深

(Ｈ)

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

寸　法　表

掘削下巾

250
(350)

掘削上巾
(Ｗ)

 950(1050)

1050(1150)

1150(1250)

1250(1350)

1350(1450)

1450(1550)

1550(1650)

1650(1750)

摘　　要

(　)はﾋｭｰﾑ管

種　　別

塩　ビ　管

ヒューム管

材　　　　　　料　　　　　　表

砂
(m3)

1.27

――

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

――

0.30

基礎型枠
(㎡)

――

2.60

基 礎 材
(m3)

――

0.35

10ｍ当り

摘　　要
150

26

26

σck=18N/mm2

(B型1種ソケット管l=2000)

165

下水道規格品
JS WAS K-1

1:
0.
5

(TA-1) (TA-2)

取付管埋設図

1:
0.
5

1:
0.
5

取付管掘削標準図

塩 ビ 管(TA-1) ヒューム管(TA-2)

取付管掘削標準図及び埋設図

基礎コンクリート

ヒューム管

基礎材
埋 戻 砂

硬質塩化ビニル管(Vu管呼径150 t=5.1)硬質塩化ビニル管(VU管呼径150 t=5.1)

取付管

取付管掘削標準図及び埋設図

1
0
0

1
3
0

1
0
0

50 250 50

3
5
0

250

250

1
0
0

平
均

掘
削

深
(
H
)

平
均

掘
削

深
(
H
)

掘削上巾(W) 掘削上巾(W)

350



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

６０

尺
備

考

支管規格図

-

種　　別
（呼び径）

300-150

350-150

400-150

450-150

500-150

600-150

700-150

800-150

寸　　　　　法　　　　　表

Ｚ

50±15

ｔ

4

Ａ

300

Ｂ

9.2

10.5

11.8

13.2

14.6

17.8

21.0

23.9

Ｒ

159.0

185.0

210.0

235.0

260.0

315.0

366.0

417.5

摘　　要 種　　別

150

寸　　　　　法　　　　　表

Ｚ

50＋15

ｔ

4

ａ

35

ｂ

100

Ｂ

25

摘　　要

A

R

TB-1

硬質塩化ビニル管用90°支管
(90SVR)

TB-2

ヒューム管用90°支管
(A90SHR)

R

砂付け又は、　

シボ加工とする。

取付管

支管規格図

TB-1,TB-2

A

t

Z
B

a a

t

Z
B

b



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／6

H22.3

６１

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

H A 型

基礎材

基礎コンクリート

敷モルタル(1:3)

官有地民有地

120×150×600

σck=18N/mm2

(JIS A 5371)

種　　別

ＨＡ

材　　　　　　　料　　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

16.5

敷モルタル
(m3)

0.012

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.15

基礎型枠
(㎡)

2.00(1.00)

基 礎 材
(m3)

0.15

10ｍ当り

摘　　要

(　)は裏型枠なし

舗 装 止

HA 型

HA

120

1
5
0

1
0

1
0
0

1
0
0

3
6
0

150



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／10

H22.3

６２

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  植栽を行う場合は、地盤線を5cm程度下げること。

H B 型

(中央分離帯) 180/205×250×600

(180/210×300×600)

敷モルタル(1:3)

基礎コンクリート

σck=18N/mm2

基礎材

植栽桝とする場合
(車道)

(210)

(260)

(
3
0
0
)

種　　別

ＨＢ－200

ＨＢ－250

材　　　　　　　料　　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

16.5

敷モルタル
(m3)

0.021

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基礎型枠
(㎡)

1.00

基 礎 材
(m3)

0.26

10ｍ当り

摘　　要

JIS A 53710.10

舗 装 止

HB 型

HB-200,250

50 205

255

1
0
0

5
0 1
0

2
5
0

5
0

180

5
0
程

度



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

1／6

H22.3

６３

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  伸縮目地(エラスタイト)を10m程度に1箇所設ける。

H C 型

基礎コンクリート

σck=18N/mm2

基礎材

官有地民有地

種　　別

ＨＣ－300

ＨＣ－400

ＨＣ－500

寸　　法　　表

Ｈ

300

400

500

ｈ

400

500

600

ｂ１

210

240

270

ｂ２

260

290

320

材　　　　　料　　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.50

0.72

0.98

基礎型枠
(㎡)

 6.13(5.13)

 8.18(6.84)

10.22(8.55)

基 礎 材
(m3)

0.26

0.29

0.32

10ｍ当り

摘　　要

(　)は
裏型枠なし

舗 装 止

HC 型

HC-(H)

・ 根入れはH/3を標準とし、これによりがたい場合は別途検討する。

120

H
1
0
0

h

50b1

b2

1:0.3



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

６４

尺
備

考

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。 1／20

1／10

･  伸縮目地(エラスタイト)を10m程度に1箇所設ける。

･  歩道部の舗装がインターロッキングの場合　　部のコンクリートは計上

   しない。

標　準　部

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ A

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ B(L)

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ C(L)

寸　　法　　表

ａ

150

180

180

ｂ

190

230

240

ｈ

200

250

300

Ｌ

600

600

2000

600

2000

摘　　要

JIS A 5371

種　　別

H-150

H-200

H-250

寸　　法　　表

Ｈ

200

250

300

ｈ１

150

200

250

ｂ１

340

380

390

ｂ２

390

430

440

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

16.5

16.5

16.5

敷モルタル
(m3)

0.023

0.024

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.45(0.34)

0.49(0.38)

0.50(0.39)

基礎型枠
(㎡)

1.70(1.00)

1.70(1.00)

1.70(1.00)

基 礎 材
(m3)

0.39

0.43

0.44

10ｍ当り

摘　　要

(　)はｲﾝﾀｰﾛｯｷ
ﾝｸﾞ舗装時

コンクリートσck=18N/mm2

基礎材

敷モルタル(1:3)

0.019

歩車道境界ブロック

標　準　部

KB(A)-(H)

L

H

b

h

a L

b1

b2

1
0
0

1
0
0
1
0

H

7
0

4
0

h
1



(200)

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

６５

尺備

考

1／20

1／10

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･  歩道部の舗装がインターロッキングの場合　　部のコンクリートは計上

   しない。

切下げ部

コンクリートσck=18N/mm2

基礎材

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

基礎材

種　　　別

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ AS

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ BS

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ CS

寸　　　　　　法　　　　　　表

ａ１

150

180

ｂ１

190

230

240

ｈ１

200

250

300

ａ２

205

ｂ２

205

ｈ２

80
(70)

ｈ３

80
(100)

Ｌ

600

600

600

摘　　要

(　)は
車両乗入用

種　　　　別

H-150

H-200

H-250

自転車歩行者用

車 両 乗 入 用

自転車歩行者用

車 両 乗 入 用

自転車歩行者用

車 両 乗 入 用

寸　　　法　　　表

Ｈ

250

300

ｈ１ ｈ２

120

100

170

150

220

200

ｂ１

340

380

390

ｂ２

390

430

440

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

10.0

10.0

10.0

敷モルタル
(m3)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.27(0.20)

0.30(0.23)

基礎型枠
(㎡)

1.02(0.60)

1.02(0.60)

1.02(0.60)

基 礎 材
(m3)

0.23

0.26

0.26

10箇所当り

摘　　要

(　)はｲﾝﾀｰﾛｯｷ
ﾝｸﾞ舗装時

0.011

0.014 0.29(0.23)

0.014

歩車道境界ブロック

切下げ部

KB(B)-(H)

敷モルタル(1:3)

※車道側高さ

20(50)

150～250

200
20(50)

20(50)
～200

～150

20(50)
～250

5
0
～ 7
0

b1

b2

1
0
0

1
0
0
1
0

H

4
0

h
1

b1

b2

1
0
0

1
0
0
1
0

H

7
0

4
0

h
1

h
2

b1

h
1

a1 L

b2

a2

L

h
2

h
3

h
2



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
R6.3

６６

尺
備

考

1／15

1／10

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

乗入部

自転車歩行者用

車両乗入

コンクリートσck=18N/mm2

基礎材

敷モルタル(1:3)

コンクリートσck=18N/mm2

基礎材

敷モルタル(1:3)

種　　　別

自転車歩行者用

車 両 乗 入 用

材　　　　　　料　　　　　　表

境界ﾌﾞﾛｯｸ
(個)

20.2

敷モルタル
(m3)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.26

基礎型枠
(㎡)

2.00

基 礎 材
(m3)

0.31

10ｍ当り

摘　　要

0.021

歩車道境界ブロック

乗入部

KB(C)

255

305

1
0
0

1
0
0
1
0
8
0

255

305

1
0
0

1
0
0
1
0
1
0
0 2
0

205

8
0

6
0

200

490

2
0
07
0

205

1
0
0

200

L

（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）
断面図

5

平面図
（自転車歩行者用 歩車道境界段差解消ブロック）

12

22

断面図
（車両乗入用）

平面図
（車両乗入用）

490

1
0
0

1
0
02
0
5



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

６７

尺備

考

1／20

車道用

水抜きパイプ　VPφ50

　　2～3㎡に1箇所

基礎材

官有地 民有地

(車道)

吸出防止材 t=20mm

300×300

2%程度

1:
N

コンクリート

σck=18N/mm2

種　　別

H- 500

H- 600

H- 700

H- 800

H- 900

H-1000

H-1100

H-1200

H-1300

H-1400

H-1500

H-1600

H-1700

H-1800

H-1900

H-2000

寸　　　法　　　表

Ｈ

500

600

700

800

900

1000

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

Ｂ１

550

580

610

640

670

700

900

950

1000

1050

1100

1150

1200

1250

1300

1350

1400

Ｂ２

650

680

710

740

770

800

1000

1050

1100

1150

1200

1250

1300

1350

1400

1450

1500

Ｎ

0.3

0.5

材　　　　　料　　　　　表

ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

2.38

2.94

3.54

4.16

4.82

5.50

6.50

7.43

8.40

9.43

10.50

11.63

12.80

14.03

15.30

16.63

18.00

型　枠
(㎡)

10.22

12.26

14.31

16.35

18.40

20.44

21.18

23.30

25.42

27.53

29.65

31.77

33.89

36.01

38.13

40.24

42.36

基礎材
(m3)

0.98

1.02

1.07

1.11

1.16

1.20

1.50

1.58

1.65

1.73

1.80

1.88

1.95

2.03

2.10

2.18

2.25

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ
(ｍ)

1.04

2.25

吸出防止材

箇所

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

5

5

6

6

(㎡)

0.09

0.09

0.18

0.18

0.18

0.27

0.27

0.27

0.36

0.36

0.45

0.45

0.54

0.54

10ｍ当り

摘　　要

タイプＡ

タイプＢ

0.48

0.50

1.08

1.10

1.71

2.07

2.16

2.34

3.24

3.36

4.35

4.50

4.65

5.76

5.94

3

3

5

0.27

0.27

0.45

重力式擁壁

車道用

GWA-(H)

・基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

・H=2000以上は国土交通省制定「土木構造物標準設計」を使用すること。

・伸縮目地(エラスタイト)を10m程度に1箇所設ける。

・根入れの標準は擁壁全高1m未満についてはH/3以上とし、擁壁全高1m以上は

0.35m以上とする。

・背面水位が高い場合等、水圧の影響を受ける場合は別途検討すること。

400

100 B1

B2

1
5
0

H



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

６８

尺
備

考

1／20

歩道用

水抜きパイプ　VPφ50

　　2～3㎡に1箇所

基礎材

官有地 民有地

(歩道)

吸出防止材 t=20mm

300×300

2%程度

1:
N

コンクリート

σck=18N/mm2

種　　別

H- 500

H- 600

H- 700

H- 800

H- 900

H-1000

H-1100

H-1200

H-1300

H-1400

H-1500

H-1600

H-1700

H-1800

H-1900

H-2000

寸　　　　法　　　　表

Ｈ

500

600

700

800

900

1000

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1500

1600

1700

1800

1900

2000

Ｂ１

425

480

535

590

645

700

770

827

884

941

998

1055

1125

1180

1235

1290

1345

1400

Ｂ２

525

580

635

690

745

800

870

927

984

1041

1098

1155

1225

1280

1335

1390

1445

1500

Ｂ３

150

200

300

Ｎ

0.55

0.57

0.55

材　　　　　料　　　　　表

ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.44

1.89

2.40

2.96

3.58

4.25

4.85

5.65

6.50

7.42

8.39

9.41

10.69

11.84

13.05

14.31

15.63

17.00

型　枠
(㎡)

10.71

12.85

14.99

17.13

19.27

21.41

21.51

23.66

25.81

27.96

30.11

32.27

32.12

34.26

36.40

38.54

40.68

42.83

基礎材
(m3)

0.79

0.87

0.95

1.04

1.12

1.20

1.31

1.39

1.48

1.56

1.65

1.73

1.84

1.92

2.00

2.09

2.17

2.25

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ
(ｍ)

0.74

1.80

吸出防止材

箇所

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

6

6

(㎡)

0.09

0.09

0.18

0.18

0.18

0.27

0.27

0.27

0.36

0.36

0.36

0.45

0.45

0.54

0.54

10ｍ当り

摘　　要

タイプＡ

タイプＢ

タイプＣ

0.31

0.34

0.80

0.88

1.41

1.59

1.68

1.89

2.68

2.80

3.12

4.05

4.25

4.40

5.46

5.64

3

3

5

0.27

0.27

0.45

重力式擁壁

歩道用

GWB-(H)

・基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

・H=2000以上は国土交通省制定「土木構造物標準設計」を使用すること。

・根入れの標準は擁壁全高1m未満についてはH/3以上とし、擁壁全高1m以上は

0.35m以上とする。

・伸縮目地(エラスタイト)を10m程度に1箇所設ける。

・背面水位が高い場合等、水圧の影響を受ける場合は別途検討すること。

B3

100 B1

B2

1
5
0

H



(350)

(
2
0
0
)

(
3
0
0
)

2%程度

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

６９

尺
備

考

1／25
･  水抜きパイプは、2.0～3.0㎡に1ヶ所φ50mmをLWL以上に施工すること。

･  裏込め材の寸法は、前面こう配に直角として表示してある。

･  材料表中の裏込め材の数量は、基礎材厚(t)を20cm、根入れ深さ(h)を30cmと仮定してある。

 したがって、基礎材厚および根入れ深さがこれと異なる場合は、別途計算すること。

 また、河川護岸または、擁壁前面に水位がある場合は、図中の良質土または地山の部分も

･  比較的よく締まった地山の切土部に使用する場合は、裏込め材を上下等厚とし、

･  伸縮目地(エラスタイト)を10m程度に1箇所設ける。

･  比較的良質の裏込め土で十分な締固めがされている盛土など土圧が小さい場合に

 適用するものとし、重要な場所への適用には十分に注意すること。

 裏込め材とすること。なお、河川護岸については管理者と協議のうえ諸構造を決定すること。

控35cm 裏コンなし

種　　別

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工

Ｈ１-250

寸　　法　　表

Ｂ１

430

Ｂ２

100

Ｈ１

250

Ｈ２

100

材　 　料　 　表

コンクリート
(m3)

0.83

基礎型枠
(㎡)

3.5

基 礎 材
(m3)

1.26

10ｍ当り

摘　　要

水抜きパイプVPφ50

 (2～3㎡に1ヶ所)

コンクリートブロック(JIS A 5371)

σck=18N/mm2

天端コンクリート

σck=18N/mm2

(W=35N/mm2～以上)

胴込めコンクリート

σck=18N/mm2

裏込め材

良質土または地山

河川護岸または擁壁

前面に水位がある

場合は基礎底面の

位置まで裏込め材

とする。根入れは、　

30cmを基本とし、

基礎前面の施設等の状態、

および、地盤の状態を

照査して設定すること。

1:
N1

ａ

A=
2 H+H1+t

(d-c)(H-h+0.1)
+2C (H-h-0.1) A=

2 H+H1+t

(d-c)0.1
+c+d (H+H1+t-0.1) A=

Ｈ(直高)
(ｍ)

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

Ｌ(のり長)

Ｎ１(前面こう配)

1:0.3

1044

1566

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

1077

1616

2154

2693

3231

―

―

―

―

1:0.5

1118

1677

2236

2795

3354

3913

4472

5031

5590

裏　　込　　め　　材　　厚　　さ

裏込め土が良い場合

ｃ

200

200

200

200

200

200

200

200

200

ｄ

300

340

380

420

460

500

540

580

620

裏込め土が普通な場合

ｃ

300

300

300

300

300

300

300

300

300

ｄ

450

450

500

550

600

650

700

750

800

裏込め土が良くない場合

ｃ

400

400

400

400

400

400

400

400

400

ｄ

600

600

660

720

780

830

890

950

1000

摘　　要

裏　込　め　材　料　計　算　式　　(㎡)

① 擁壁前面に水位がない場合 ② 河川護岸または擁壁前面に水位がある場合
天端コンクリート材料
計算一般式　(㎡)

Ｈ(直高)
(ｍ)

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

裏　 　込　 　め　 　材　 　(m3)

裏込め土が良好な場合(U1)

1:0.3

1.43

2.83

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

1.47

2.92

4.59

6.46

―

―

―

―

1:0.5

1.53

3.03

4.76

6.71

8.88

13.89

16.73

19.80

裏込め土が普通な場合(U2)

1:0.3

2.14

4.02

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

2.21

4.15

6.44

8.99

11.81

―

―

―

―

1:0.5

2.29

4.30

6.68

9.33

12.26

15.46

18.95

22.71

26.75

裏込め土が良くない場合(U3)

1:0.3

2.85

5.36

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

2.94

5.53

8.54

11.87

15.52

―

―

―

―

1:0.5

3.05

5.74

8.86

12.32

16.11

20.09

24.52

29.29

34.16

10ｍ当り

摘　　要

 I+N1  I+N1
0.1(a+c)　I+N1

8.55

11.27

ブロック積擁壁(練積)

控35cm裏コンなし

CBA(3),(4),(5)-(H)

　 材厚30～40cmとしてよい。

100 B1 100

t
H
1

B2

H
2

H

 
h

1
0
0

d

c

2
2 2
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(
3
0
0
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福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７０

尺
備

考

1／25
･  水抜きパイプは、2.0～3.0㎡に1ヶ所φ50mmをLWL以上に施工すること。

･  裏込め材の寸法は、前面こう配に直角として表示してある。

･  材料表中の裏込め材の数量は、基礎材厚(t)を20cm、根入れ深さ(h)を30cmと仮定してある。

   したがって、基礎材厚および根入れ深さがこれと異なる場合は、別途計算すること。

   また、河川護岸または、擁壁前面に水位がある場合は、図中の良質土または地山の部分も

･  比較的よく締まった地山の切土部に使用する場合は、裏込め材を上下等厚とし、

･  伸縮目地(エラスタイト)を10m程度に1箇所設ける。

   裏込め材とすること。なお、河川護岸については管理者と協議のうえ諸構造を決定すること。

   適用するものとし、重要な場所への適用には十分に注意すること。

･  比較的良質の裏込め土で十分な締固めがされている盛土など土圧が小さい場合に

控35cm 裏コンあり
(350)

σck=18N/mm2

(W=35N/mm2～以上)

σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

河川護岸または擁壁

前面に水位がある

場合は基礎底面の

位置まで裏込め材

とする。

 (2～3㎡に1ヶ所)

σck=18N/mm2

2%程度

(
2
0
0
)

30cmを基本とし、

基礎前面の施設等の状態、

および、地盤の状態を

照査して設定すること。

1:
N1

A=
2 H+H1+t

(d-c)(H-h+0.1)
+2C (H-h-0.1) A=

2 H+H1+t

(d-c)0.1
+c+d (H+H1+t-0.1) A=

Ｈ(直高)
(ｍ)

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

Ｌ(のり長)

Ｎ１(前面こう配)

1:0.3

1044

1566

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

1077

1616

2154

2693

3231

―

―

―

―

1:0.5

1118

1677

2236

2795

3354

3913

4472

5031

5590

裏込めｺﾝ
ｸﾘｰﾄ厚さ

ｂ

100

100

100

100

100

150

150

150

150

裏　　込　　め　　材　　厚　　さ

裏込め土が良い場合

ｃ

200

200

200

200

200

200

200

200

200

ｄ

300

340

380

420

460

500

540

580

620

裏込め土が普通な場合

ｃ

300

300

300

300

300

300

300

300

300

ｄ

450

450

500

550

600

650

700

750

800

裏込め土が良くない場合

ｃ

400

400

400

400

400

400

400

400

400

ｄ

600

600

660

720

780

830

890

950

1000

摘　　要

裏　込　め　材　料　計　算　式　　(㎡)

① 擁壁前面に水位がない場合 ② 河川護岸または擁壁前面に水位がある場合
天端コンクリート材料
計算一般式　(㎡)

Ｈ(直高)
(ｍ)

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

裏　　　　　込　　　　　め　　　　　材　　　　　(m3)

裏込め土が良好な場合(U1)

1:0.3

1.42

2.82

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

1.46

2.91

4.56

6.43

8.51

―

―

―

―

1:0.5

1.52

3.02

4.74

6.68

8.84

11.17

13.76

19.63

裏込め土が普通な場合(U2)

1:0.3

2.13

4.01

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

2.20

4.13

6.41

8.95

11.76

―

―

―

―

1:0.5

2.28

4.29

6.65

9.29

12.21

15.34

18.80

22.53

26.55

裏込め土が良くない場合(U3)

1:0.3

2.84

5.34

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

2.93

5.51

8.51

11.82

15.46

―

―

―

―

1:0.5

3.04

5.72

8.83

12.27

16.05

裏込めコンクリート
(m3)

1:0.3

1.06

1.58

―

―

―

―

―

―

―

1:0.4

1.13

1.67

2.21

2.74

3.28

―

―

―

―

1:0.5

1.21

1.77

2.32

3.44

6.02

6.86

7.70

8.54

10ｍ当り

摘　　要

 I+N1  I+N1

種　　別

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工

Ｈ１-300

Ｈ１-350

寸　　法　　表

Ｂ１

520

550

Ｂ２

100

100

Ｈ１

300

350

Ｈ２

100

100

材　　　　料　　　　表

コンクリート
(m3)

1.14

1.36

基礎型枠
(㎡)

4.00

4.50

基 礎 材
(m3)

1.44

1.50

10ｍ当り

摘　　要

コンクリートブロック(JIS A 5371)

胴込めコンクリート

裏込めコンクリート

良質土または地山

水抜きパイプVPφ50

天端コンクリート

裏込め材

根入れは、　　　　　 

  a
b

c

1
0
0

H

d

h

0.1(a+b+c) 1+N1

16.58

19.93

2.88

24.33

33.91

ブロック積擁壁(練積)

控35cm裏コンあり

CBB(3),(4),(5)-(H)

   材厚30～40cmとしてよい。

100 B1 100

t
H
1

H
2

B2

2 2
2



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７１

尺
備

考

1／30
･　裏込材については必要に応じて別途計上する。

･　基礎材及び、裏込材は特に指示がない場合は、

   再生クラッシャーランを標準とする。

一般用

σck=18N/mm2

官有地民有地

種　 別

H- 600

H- 800

H-1000

H-1250

H-1500

H-1750

H-2000

H-2250

H-2500

H-2750

H-3000

寸　　　法　　　表

Ｈ

600

800

1000

1250

1500

1750

2000

2250

2500

2750

3000

Ｂ

640

720

840

1000

1150

1300

1450

1600

1750

1900

2050

ｂ

740

820

940

1100

1250

1400

1550

1700

1850

2000

2150

ｈ１ ｈ２

300

300

500

550

800

1050

1300

1550

1800

2050

2300

材　　　　　　　料　　　　　　　表

敷モルタル
(m3)

0.128

0.144

0.168

0.200

0.230

0.260

0.290

0.320

0.350

0.380

0.410

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.74

0.82

0.94

1.10

基礎型枠
(㎡)

基 礎 材
(m3)

1.11

1.23

1.41

1.65

1.88

2.10

2.33

2.55

2.78

3.00

3.23

裏 込 材
(m3)

0.90

0.90

1.50

1.65

2.40

3.15

3.90

4.65

5.40

6.15

6.90

吸出防止材
(㎡)

10ｍ当り

摘　　要

100 2.00

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

PLA-(H)

200×h2×10

100×100×10

敷モルタル(1:3)
基礎コンクリート

基 礎 材

裏込め材(必要に応じて計上)

吸出防止材

吸出防止材

0.40

0.40

0.60

0.65

0.90

1.15

1.40

1.65

1.90

2.15

2.40

500 5001000

2000

プレキャストL型擁壁

一 般 用

h
2

1
5
0 h1

20
H

B

b

300
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福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７２

尺
備

考

1／30
･　裏込材については必要に応じて別途計上する。

･　基礎材及び、裏込材は特に指示がない場合は、

   再生クラッシャーランを標準とする。

･  天端勾配が4%を超える場合は、天端調整コンクリートを施工するものと

   する。なお、高さ調整基準を超える場合は次のサイズの擁壁にて対応。

天端調整用

σck=18N/mm2

官有地民有地

天端調整コンクリート高(h)

(別途計上)

H1000以下    h=50～200

H1250～3000  h=50～250

種　 別

H- 600

H- 800

H-1000

H-1250

H-1500

H-1750

H-2000

H-2250

H-2500

H-2750

H-3000

寸　　　法　　　表

Ｈ

400

600

800

1000

1250

1500

1750

2000

2250

2500

2750

Ｂ

640

720

840

1000

1150

1300

1450

1600

1750

1900

2050

ｂ

740

820

940

1100

1250

1550

1700

1850

2000

2150

ｈ１ ｈ２

300

300

500

550

800

1300

1550

1800

2050

2300

材　　　　　　　料　　　　　　　表

敷モルタル
(m3)

0.128

0.144

0.168

0.200

0.230

0.260

0.290

0.320

0.350

0.380

0.410

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.74

0.82

0.94

1.10

基礎型枠
(㎡)

基 礎 材
(m3)

1.11

1.23

1.41

1.65

1.88

2.10

2.33

2.55

2.78

3.00

3.23

裏 込 材
(m3)

0.90

0.90

1.50

1.65

2.40

3.15

3.90

4.65

5.40

6.15

6.90

吸出防止材
(㎡)

10ｍ当り

摘　要

1.25

1.40

1.55

1.70

1.85

2.00

2.15

2.00

プレキャストL型擁壁

天端調整用

PLB-(H)

200×h2×10

100×100×10

1
5
0 h
120

H

B

b

h

300

h
2

敷モルタル(1:3)
基礎コンクリート

基 礎 材

差し筋 D13

インサート
天端調整コンクリート裏込め材(必要に応じて計上)

吸出防止材

吸出防止材 500 1000 500

2000

0.40

0.40

0.60

0.65

0.90

1.15

1.40

1.65

1.90

2.15

2.40



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７３

尺
備

考

車道舗装

･　上記舗装構成は参考であり、現地CBRに合わせて舗装構成を決定すること。

舗装構成

・  路盤材及びアスファルト混合物は、特に指示がない場合は再生材を標準と
する。

区
分

舗
装
構
成

区
分

舗
装
構
成

交通区分：N1～N3

交通区分：N6

交通区分：N4

交通区分：N7

交通区分：N5

T：タックコート

P：プライムコート

表層工(密粒度アスコン)

上層路盤工(粒調砕石)

下層路盤工

(クラッシャーラン)
P

表層工(密粒度アスコン)

基層工(粗粒度アスコン)

上層路盤工(粒調砕石)

下層路盤工

(クラッシャーラン)T

P

表層工(密粒度アスコン)

中間層(粗粒度アスコン)

基層工(粗粒度アスコン)

上層路盤工(粒調砕石)

下層路盤工

(クラッシャーラン)

T

T

P

表層工(密粒度アスコン)

上層路盤工(粒調砕石)

下層路盤工

(クラッシャーラン)
P

表層工(密粒度アスコン)

中間層(粗粒度アスコン)

基層工(粗粒度アスコン)

上層路盤工(粒調砕石)

下層路盤工

(クラッシャーラン)

T

T

P

設計交通量：40以上 100未満 設計交通量：100以上 250未満 設計交通量：250以上 1000未満

設計交通量：1000以上 3000未満 設計交通量：3000以上

車道舗装

舗装構成



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７４

尺
備

考

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

イ
ン
タ
｜
ロ
ッ
キ
ン
グ
舗
装

透
水
性
舗
装

区
分

一般部

歩道（個人用車両乗入含）
Ⅰ型

小型貨物自動車等（乗用車）

車両乗入部
Ⅱ型

普通貨物自動車（6.5ｔ以下）
Ⅲ型

大型及び中型貨物自動車（6.5ｔを超えるもの）

歩道舗装

舗装構成
（透水性舗装の路盤材については注意すること）

＊別途、現地状況に応じた構造を検討

・インターロッキングブロックの面取りは、3mm以下とする。

・路盤材及びアスファルト混合物は、特に指示がない場合は、

 再生材を標準とする。

・車両乗入部の構造については参考であり、現地状況に合わせ舗装構成を

決定すること。

下層路盤工

1
00

T:タックコート

P:プライムコート

P

路盤工

P

下層路盤工

T

P

4
0

1
0
0 1
4
0

5
0

1
0
0

1
5
0

3
00

5
0

5
0

1
0
0

1
50

3
5
0

5
0

5
0

5
0

1
5
0

1
5
0

4
5
0

（
6
0
）

8
0

2
103
0

4
0

10
0

7
0

2
1
0

表層工（密粒度アスコン）

路盤工
（クラッシャーラン）

表層工（密粒度アスコン）

上層路盤工（粒調砕石）

下層路盤工

（クラッシャーラン）

表層工（密粒度アスコン）

基層工（粗粒度アスコン）

上層路盤工（粒調砕石）

（クラッシャーラン）

表層工（密粒度アスコン）

上層路盤工（粒調砕石）

（クラッシャーラン）
T

T

P

基層工（粗粒度アスコン）

中間層工（粗粒度アスコン）

インターロッキングブロック

サンドクッション

路盤工

（クラッシャーラン）

（クラッシャーラン）

フイルター層（砂）

歩道舗装
舗装構成

表層工（開粒度アスコン）



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７５

尺
備

考

1／10
･　モルタル吹付工の配合は、セメント1 : 砂4を標準とする。

･　溶接金網、補強鉄筋が必要な場合は、別途計上する。

･　モルタル吹付工は、仮設ロープ等による施工を標準とする。

･　オーバーハングの法面は、別途積算とする。

モルタル吹付工

アンカーピン 0.3本/㎡

　　(φ16,l=400)

水抜パイプ

  (φ50)

　菱形金網

(2.0-50×50)

補助アンカーピン 1.5本/㎡

　　　(φ9,l=200)

スペーサ

種　　別

t= 5㎝

t= 6㎝

t= 7㎝

t= 8㎝

t= 9㎝

t=10㎝

材　　　　　　　　　料　　　　　　　　　表

モルタル
(m3)

5

6

7

8

9

10

菱 形 金 網
(㎡)

100

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本)
φ16(D16),L=400

30

補助ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本)
φ9(D10),L=200

150

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ
(箇所)

50

スペーサー
(箇所)

180

100㎡当り

摘　　要

 (VP50等)

法面工

モルタル吹付工

MTS-(t)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７６

尺
備

考

コンクリート吹付工

アンカーピン 0.3本/㎡

　　(φ16,l=400)

水抜パイプ

  (φ50)

　菱形金網

(2.0-50×50)

補助アンカーピン 1.5本/㎡

　　　(φ9,l=200)

スペーサ

 (VP50)

1／10
･　コンクリート吹付工の配合は、セメント1 : 砂4 : 砕石1を標準とする。

･　溶接金網、補強鉄筋が必要な場合は、別途計上する。

･　コンクリート吹付工は、仮設ロープ等による施工を標準とする。

･　オーバーハングの法面は、別途積算とする。

種　　別

t=10㎝

t=15㎝

t=20㎝

材　　　　　　　　　料　　　　　　　　　表

コンクリート
(m3)

10

15

20

菱 形 金 網
(㎡)

100

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本)
φ16(D16),L=400

30

補助ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本)
φ9(D10),L=200

150

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ
(箇所)

50

ｽ ﾍﾟ ｰ ｻ ｰ
(箇所)

180

100㎡当り

摘　　要

法面工

コンクリート吹付工

COS-(t)

10cm～
20cm



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７７

尺
備

考

ガードレールB種・C種

土中建込

t=3.2

(2.3)

φ114.3×4.5

t=3.2(2.3)

φ114.3×4.5

コンクリート建込

コンクリート建込部補強鉄筋

コンクリート建込 2000

力のかかる方向
上部鉄筋

SD345-D16

下部鉄筋

SD345-D16

上部鉄筋 SD345-D16

力のかかる方向

支柱

(　)はC種

種　　別

補強鉄筋

材　　　　料　　　　表

SD345　l＝1490

径

D16

本　　数
(本)

2×10＝20

単位重量
(㎏/ｍ)

1.56

重　　量
(㎏)

46.49

10箇所当り

摘　　要

下部鉄筋 SD345-D16

1／25
･　B種を採用する場合は補強鉄筋を用いるものとし、

   C種を採用する場合も必要に応じて補強鉄筋を用いる。

･　既設構造物への建て込みについては別途検討すること。

＊ 擁壁等に設置される車両用防護柵は衝突荷重を考慮して設計すること。 防護柵

ガードレールB種・C種

Gr-B-4E,Gr-C-4E

Gr-B-2B,Gr-C-2B

1
0
0

6
0
0

1
5
0
0
(
1
4
0
0
)

2
2
0
0
(
2
1
0
0
)

3
5
0

140

83

6
0
0

1
0
0

3
5
0

83

140

4
0
0

1
1
0
0

200

330

500　　　　土中建込 4000

50

200

50

5
0

3
5
0

5
0

4
0
0

200

300

2
5
0

2
0
0

5050

3
5
0

3
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７８

尺
備

考

特殊ガードレール(パイプ付)B種・C種

土中建込

t=3.2(2.3)

φ114.3×4.5

t=3.2(2.3)

φ114.3×4.5

コンクリート建込

コンクリート建込 2000

コンクリート建込部補強鉄筋

力のかかる方向
上部鉄筋

SD345-D16

下部鉄筋

SD345-D16

(　)はC種

φ48.6×4.5 φ42.7×2.3

種　　別

補強鉄筋

材　　　　料　　　　表

SD345　l＝1490

径

D16

本　　数
(本)

2×10=20

単位重量
(㎏/ｍ)

1.56

重　　量
(㎏)

46.49

10箇所当り

摘　　要

上部鉄筋 SD345-D16

力のかかる方向

支柱

下部鉄筋 SD345-D16

1／25
･　車両の路外逸脱を防止し、かつ、防護柵下からの歩行者等の転落を防ぐ必要のある

 　箇所に設置する。
･　パイプの取付形式(フロントビーム・センタービーム)については、設置箇所等を

　 考慮し、監督員と協議のうえ決定する。
･　B種を採用する場合は補強鉄筋を用いるものとし、C種を採用する場合も必要に

 　応じて補強鉄筋を用いる。

･　既設構造物への建て込みについては別途検討すること。

防護柵

特殊ガードレール(パイプ付)B種・C種

Gr-B-4E(P),Gr-C-4E(P)

Gr-B-2B(P),Gr-C-2B(P)

1
0
0

6
0
0

1
5
0
0
(
1
4
0
0
)

2
2
0
0
(
2
1
0
0
)

3
5
0

140

83

6
0
0

1
0
0

3
5
0

83

140

4
0
0

1
1
0
0

200

330

500　　　　土中建込 4000

50

200

50

5
0

3
5
0

5
0

4
0
0

400

3
5
0

200

300

2
5
0

2
0
0

5050

3
0
0

＊ 擁壁等に設置される車両用防護柵は衝突荷重を考慮して設計すること。



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

７９

尺
備

考

コンクリート基礎工

基 礎 材

コンクリート

σck=18N/mm2

注)

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

注) 基礎形状は、構造計算によるものとする。

(単独基礎方式)

1／25
･　単独基礎の形状は、設置箇所の交通状態に応じ、適宜、構造計算を行い

 　決定すること。

･　単独基礎は軽車両を対象とし、重要路線には採用しないこと。

･　既設構造物への建て込みについては別途検討すること。

防護柵

コンクリート基礎工(参考図)

GK

200

330

6
0
0

1
0
0



φ114.3×4.5

φ114.3×4.5

力のかかる方向
上部鉄筋

SD345-D16

下部鉄筋

SD345-D16

種　　別

補強鉄筋

材　　　　料　　　　表

SD345　l＝1490

径

D16

本　　数
(本)

2×10=20

単位重量
(㎏/ｍ)

1.56

重　　量
(㎏)

46.49

10箇所当り

摘　　要

上部鉄筋 SD345-D16

力のかかる方向

支柱

下部鉄筋 SD345-D16

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

８０

尺
備

考

1／25

土中建込 コンクリート建込

(　)はC種

(　)はC種

コンクリート建込部補強鉄筋

1
1
0
0

77
5

3
2
5

3
5
0

5
1

1
5
0

1
13
0

2
5
30

11
0
0

7
7
5

32
5

3
5
0

5
1

1
5
0

1
1
3
0

1
5
3
0

1
4
0
0

4
0
0

t=3.2(2.3) t=3.2(2.3)

φ48.6×3.2 φ42.7×2.3

＊ 擁壁等に設置される車両用防護柵は衝突荷重を考慮して設計すること。 転落防止機能付車両対応柵

転落防止機能付車両対応柵（B種・C種）

（B種・C種）

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･　既設構造物への建て込みについては別途検討すること。

コンクリート建込　2000

200

300

2
5
0

2
0
0

5050

3
0
0

50

200

50

5
0

3
5
0

5
0

4
0
0

3
5
0

1
5
0

1
5
0

6
2
9

1
5
0

1
5
0

6
2
9

200

330

土中建込　4000

500

400



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

８１

尺
備

考

1／20
･　工事時の仮設防護柵として使用する。

移動式ガードレール

ズレ止め用鉄筋

D13

Gr-C-2B
注) 基礎工の天端には、中心

　　より外側に1/10程度の

　　勾配を設ける。

t=2.3

基礎コンクリート

σck=18N/mm2

注)

種　　別

ＫＥ

材　　　　　料　　　　　表

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
(ｍ)

100

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基礎型枠
(m3)

25.28

100ｍ(50基)当り

摘　　要

2.30

防護柵

移動式ガードレール

KE

φ114.3

300

500

2000

7
0
0

40
0

3
00

3
5
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

８２

尺
備

考

歩道用横断防止柵

φ42.7×2.3

基 礎 材

コンクリートσck=18N/mm2

φ60.5×3.2

ビーム形式

パネル形式

基 礎 材

コンクリートσck=18N/mm2

φ60.5×3.2
注)

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

1／25
･　歩道用横断防止柵の製品については代表的な形状を示すもので、採用に

   あたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･　柵は亜鉛メッキ＋粉体塗装を標準とする。

･　パネル形式は歩車道の境界には設置しないこと。

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

300×300×400

材　　　　　料　　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.35

基 礎 型 枠
(㎡)

4.8

基　礎　材
(m3)

0.16

10基当り

摘　　要

防護柵

歩道用横断防止柵

PH-A,PH-B

PHK

3000 3000

8
0
0

5
0

4
0
0

1
0
0

□300

□400

□300

□400

3000 3000

8
0
0

4
0
0

□400

□300

1
0
0

□300

□400



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

８３

尺
備

考

1／25
･　転落防止柵の製品については代表的な形状を示すもので、採用に

   あたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　土質条件は、中位以上の地耐力(N値10程度の砂質地盤)を有する場合。

･　柵は亜鉛メッキ＋粉体塗装を標準とする。

転落防止柵(土中建込タイプ)

φ42.7×2.3φ60.5×3.2

ビーム形式

パネル形式

φ60.5×3.2

支柱諸元

高　　さ

1100

支　　　　　柱

支 柱 間 隔

3000

標 準 寸 法

φ＝60.5
ｔ＝ 3.2

埋込み深さ

1200

摘　　要

1:
1.
5以

上

1:
1.
5以

上

防護柵

転落防止柵(土中建込タイプ)

PTE-A,PTE-B

注) 転落対策を十分考慮する必要がある箇所については、桟間隔

　及び部材と路面との間隔を150㎜以下とすることが望ましい

　ため，パネル形式の採用について検討すること。

　やむを得ず、ビーム形式を採用する場合は、間隔を150㎜

　以下となるよう、ビーム本数を増やす等検討し、採用する

　場合には、特注となるため注意すること。

3000 3000

1
2
0
0

1
1
0
0

100≦b<500

1
2
0
0

1
1
0
0

100≦b<500

3000 3000

1
5
0

2
4
8

b;路肩側方余裕幅



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

８４

尺
備

考

1／25
･　転落防止柵の製品については、代表的な形状を示すもので、採用に

   あたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

･　土質条件は、中位以上の地耐力(N値10程度の砂質地盤)を有する場合。

･　柵は亜鉛メッキ＋粉体塗装を標準とする。

転落防止柵(コンクリート基礎タイプ)

ビーム形式

パネル形式

b:路肩側方余裕幅

(
8
0
0
)

(
8
0
0
)

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

φ42.7×2.3φ60.5×3.2

φ60.5×3.2

基 礎 材

コンクリートσck=18N/mm2

注)

注)

コンクリートσck=18N/mm2

基 礎 材

支柱諸元

高　　さ

1100

支　　　　　柱

支 柱 間 隔

3000

標 準 寸 法

φ＝60.5
ｔ＝ 3.2

埋込み深さ

450

800

摘　　要

ｂ≧500

100≦ｂ≦500

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

300×300×450

300×300×800

材　　　　　料　　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基礎型枠
(㎡)

5.4

9.6

基 礎 材
(m3)

0.16

0.16

10基当り

摘　　要

0.39

0.70

PTC-A,PTC-B

PTK

防護柵

転落防止柵(コンクリート基礎タイプ)

注) 転落対策を十分考慮する必要がある箇所については、桟間隔

　及び部材と路面との間隔を150㎜以下とすることが望ましい

　ため，パネル形式の採用について検討すること。

　やむを得ず、ビーム形式を採用する場合は、間隔を150㎜

　以下となるよう、ビーム本数を増やす等検討し、採用する

　場合には、特注となるため注意すること。

3000 3000

b

b

3000 3000

□300

□400

1
1
0
0

 
4
5
0

1
0
0

□400

□300

 
4
5
0

1
0
0

1
1
0
0

□300

□400

1
5
0

2
4
8

1:
1.
5以

上

1:
1.
5以

上



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

８５

尺
備

考

転落防止柵(擁壁天端設置タイプ)

φ42.7×2.3φ60.5×3.2

ビーム形式

パネル形式

φ60.5×3.2

1／25
･　転落防止柵の製品については代表的な形状を示すもので、採用に

   あたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　柵は亜鉛メッキ＋粉体塗装を標準とする。

支柱諸元

高　　さ

1100

支　　　　　柱

支 柱 間 隔

3000

標 準 寸 法

φ＝60.5
ｔ＝ 3.2

埋込み深さ

200

摘　　要

防護柵

転落防止柵(擁壁天端設置タイプ)

PTW-A,PTW-B

注) 転落対策を十分考慮する必要がある箇所については、桟間隔

　及び部材と路面との間隔を150㎜以下とすることが望ましい

　ため，パネル形式の採用について検討すること。

　やむを得ず、ビーム形式を採用する場合は、間隔を150㎜

　以下となるよう、ビーム本数を増やす等検討し、採用する

　場合には、特注となるため注意すること。

3000 3000

150

3000 3000

1
1
0
0

2
0
0

2
0
0

1
1
0
0

1
5
0

2
4
8



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

８６

尺
備

考

1／25
･　控柱は10mに1ヶ所とする。

･　鉄線は亜鉛メッキ鉄線とする。

丸太柵工

松丸太(末口9cm l=2m) 鉄線(#8)

ステーブル(#8)

釘止めN-100

松丸太(末口9cm l=2m)

種　　別

ＫＦ

材　　　　　料　　　　　表
松　丸　太
(末口 9㎝)

(m3)

鉄線(＃8)
(㎏)

3.95

ｽﾃｰﾌﾟﾙ(＃8)
(㎏)

0.22

10ｍ当り

摘　　要

0.097

立入防止柵

丸太柵工

KF

2000

3
5
0

2
5
0

7
0
0

2
0
0
0

3
5
0

3
5
0

3
0
0

1
0
0
0

7
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

８７

尺
備

考

1／25

ネットフェンス工

注) 基礎工の天端には、中心

　　より外側に1/10程度の

　　勾配を設ける。

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

200×200×450

材　　　　　料　　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.17

基 礎 型 枠
(㎡)

基　礎　材
(m3)

0.09

10基当り

摘　　要

菱形金網 2.6×56

注)

基礎コンクリート σck=18N/mm2

上胴縁

中間仕切縁

下胴縁

水抜穴付

支柱 基礎材

3.60

立入防止柵

ネットフェンス工

NF

NK1

・基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

・ネットフェンス材は溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

・製品については代表的な形状を示すもので、採用にあたっては管理者と

協議のうえ決定する。

2000 2000

1
8
0
0

4
5
0

1
0
0

3
0
0

□200

□300 □300

□200

□300

□200



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

８８

尺
備

考

1／25

ネットフェンス工(門扉)

σck=18N/mm2 σck=18N/mm2

注) 基礎工の天端には、中心

　　より外側に1/10程度の

　　勾配を設ける。

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

350×350×600

材　　　　　料　　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.46

基 礎 型 枠
(㎡)

16.80

基　礎　材
(m3)

0.41

10箇所(20基)当り

摘　　要

基礎材

基礎コンクリート

注)

両面施錠装置

基礎材

基礎コンクリート

注)

両面スライド施錠

φ16

舟形落し受付

落しφ16

蝶番 蝶番

立入防止柵

ネットフェンス工(門扉)

NF(G)

NK2

・基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

・ネットフェンス材は溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

・製品については代表的な形状を示すもので、採用にあたっては管理者と

協議のうえ決定する。

1
8
0
0

1000

6
0
0

1
0
0

□350

□450

2000

6
0
0

1
8
0
0

1
0
0

□350

□450



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

８９

尺
備

考

1／20

･　支柱は亜鉛メッキ＋粉体塗装を標準とする。

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

   設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　本図は、代表的な形状を示すもので、採用にあたっては

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

(STK 400)

σck=18N/mm2

門　型 単柱型 単柱型(チェーン付)

σck=18N/mm2

  (STK 400)

σck=18N/mm2

(SUS)

  (STK 400)
注)

76.3×3.2

反射テープ

基礎コンクリート

基礎材

注)

基礎コンクリート

基礎材

φ114.3×4.5

反射テープ

注)

基礎コンクリート

基礎材

反射テープ

 φ5

φ114.3×4.5

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

300×300×400

材　　　　　料　　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基 礎 型 枠
(㎡)

基　礎　材
(m3)

0.32

10基当り

摘　　要

門　型

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

300×300×400

材　　　　　料　　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基 礎 型 枠
(㎡)

4.80

基　礎　材
(m3)

0.16

10基当り

摘　　要

単柱型0.70 9.60

2
5
0

1
0
5
0

2
5
0

1
0
5
0

0.33

門型.単柱型.単柱型(チェーン付)

CSG.CSS.CSC

CK

車止め（参考図）

車止め（参考図）

□300

□400

□300

□400

8
0
0

2
5
0

1
0
5
0

1
0
0

4
0
0

□300

□400

4
0
0

1
0
0

8
0
0

□300

□400

4
0
0

1
0
0

8
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９０

尺
備

考

1／30
･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。
･　標示板の設置高さ(路面から標示板の下端までの高さ。ただし補助標識板が
   ある場合にはその下端までの高さ)は、1.8mを標準とする。
   但し、標識を歩道等に設置する場合で、路上施設を設置するための
   帯状の部分がなく、かつ十分な歩道等の幅員を確保できない場合、
   標示板の設置高さを2.5m以上確保するものとする。
･　標識板の拡大率の選定については、道路標識設置基準によるものとする。

一枚取付(円柱基礎)

(h
=2

5
00

以
上

)

σck=18N/mm2

(200×50)

(亜鉛メッキ+粉体塗装)

(STK400)

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

φC

C+100

H
1
0
0

 
h
=
1
8
0
0
以
上

20
0

10
00

50

1
0

φC

C+100

注)

基礎コンクリート

基礎材

基礎型枠スパイラルダクト

管理者表示

　　 標識支柱　L

補助板標識

警戒標識

標　識　板　仕　様

標識板材質

　JIS　H-4000　A5052P
　ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金板　厚さt=2.0

補強材材質
　JIS　H-4100　A6063S

　ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　(詳細図別紙参照)

反射ｼｰﾄ
　ｶﾌﾟｾﾙﾚﾝｽﾞ型反射ｼｰﾄ

　本板　下地―黄色　　補助板　下地―白色　　　
　　　　図柄―黒色　　　　　　図柄―黒色

種　別

未 舗 装

舗　　装

基 礎 寸 法
（φＣ×Ｈ）

φ500× 700
(φ500× 800)

φ500× 900
(φ500×1000)

φ600× 900
(φ600×1000)

φ600×1100
(φ600×1200)

φ500× 500
(φ500× 600)

φ500× 700
(φ500× 700)

φ600× 700
(φ600× 700)

φ600× 800
(φ600× 900)

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.35
(1.55)

1.74

2.50

3.04
(3.32)

0.97
(1.16)

1.35
(1.34)

1.95

2.21

基礎型枠
(ｍ)

7.00
(8.00)

9.00
(10.00)

9.00
(10.00)

11.00
(12.00)

5.00
(6.00)

7.00
(7.00)

7.00
(7.00)

8.00
(9.00)

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

0.49

0.49

0.36

0.36

0.49

0.49

拡 大 率

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

支 柱 寸 法
(φ×ｔ×Ｌ)

φ60.5×2.3×3300
(φ60.5×2.3×4100)

φ60.5×3.2×3700
(φ76.3×2.8×4500)

φ76.3×3.2×3900
(φ89.1×3.2×4700)

φ89.1×4.2×4400
(φ89.1×4.2×5200)

φ60.5×2.3×3100
(φ60.5×2.3×3900)

φ60.5×3.2×3500
(φ76.3×2.8×4200)

φ76.3×3.2×3700
(φ89.1×3.2×4400)

φ89.1×4.2×4100
(φ89.1×4.2×4900)

10基当り

摘　　要

(　)は設置高
さｈ＝2.5ｍ

(1.92)

(2.76)

(1.93)

(2.49)

標識工

一枚取付(円柱基礎)

KH1-(Φ×H)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９１

尺
備

考

1／30
･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。
･　標示板の設置高さ(路面から標示板の下端までの高さ。ただし補助標識板が
   ある場合にはその下端までの高さ)は、1.8mを標準とする。
   但し、標識を歩道等に設置する場合で、路上施設を設置するための
   帯状の部分がなく、かつ十分な歩道等の幅員を確保できない場合、
   標示板の設置高さを2.5m以上確保するものとする。
･　標識板の拡大率の選定については、道路標識設置基準によるものとする。

一枚取付(角柱基礎)

(h
=2
5
00
以

上
)

σck=18N/mm2

(200×50)

(亜鉛メッキ+粉体塗装)

(STK400)

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

注)

基礎コンクリート

基礎材

基礎型枠

管理者表示

　　 標識支柱　L

補助板標識

警戒標識
標　識　板　仕　様

標識板材質

　JIS　H-4000　A5052P
　ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金板　厚さt=2.0

補強材材質
　JIS　H-4100　A6063S

　ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　(詳細図別紙参照)

反射ｼｰﾄ
　ｶﾌﾟｾﾙﾚﾝｽﾞ型反射ｼｰﾄ

　本板　下地―黄色　　補助板　下地―白色　　　
　　　　図柄―黒色　　　　　　図柄―黒色

種　別

未 舗 装

舗　　装

基 礎 寸 法
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

500×500× 600
(500×500× 700)

500×500× 800
(500×500× 900)

600×600× 900
(600×600×1000)

600×600×1100
(600×600×1200)

500×500× 500
(500×500× 500)

500×500× 600
(500×500× 700)

600×600× 700
(600×600× 700)

600×600× 800
(600×600× 900)

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.48
(1.73)

1.98
(2.21)

(3.54)

3.89
(4.25)

1.24
(1.24)

1.48
(1.72)

2.49
(2.48)

2.83
(3.18)

基礎型枠
(㎡)

12.00
(14.00)

16.00
(18.00)

21.60
(24.00)

26.40
(28.80)

10.00
(10.00)

12.00
(14.00)

16.80
(16.80)

19.20
(21.60)

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

0.49

0.49

0.36

0.36

0.49

0.49

拡 大 率

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

支 柱 寸 法
(φ×ｔ×Ｌ)

φ60.5×2.3×3200
(φ60.5×2.3×4000)

φ60.5×3.2×3600
(φ76.3×2.8×4400)

φ76.3×3.2×3900
(φ89.1×3.2×4700)

φ89.1×4.2×4400
(φ89.1×4.2×5200)

φ60.5×2.3×3100
(φ60.5×2.3×3800)

φ60.5×3.2×3400
(φ76.3×2.8×4200)

φ76.3×3.2×3700
(φ89.1×3.2×4400)

φ89.1×4.2×4100
(φ89.1×4.2×4900)

10基当り

摘　　要

(　)は設置高
さｈ＝2.5ｍ

3.20

標識工

一枚取付(角柱基礎)

KH1-(C×C×H)

C

C+100

H
1
0
0

 
h
=
1
8
0
0
以

上

20
0

1
0
0
0

50

C

C+100

1
0

C

C+
10
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９２

尺
備

考

1／30
･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。
･　標示板の設置高さ(路面から標示板の下端までの高さ。ただし補助標識板が
   ある場合にはその下端までの高さ)は、1.8mを標準とする。
   但し、標識を歩道等に設置する場合で、路上施設を設置するための
   帯状の部分がなく、かつ十分な歩道等の幅員を確保できない場合、
   標示板の設置高さを2.5m以上確保するものとする。
･　標識板の拡大率の選定については、道路標識設置基準によるものとする。

二枚取付(円柱基礎)

(
h
=
2
5
0
0
以

上
)

σck=18N/mm2

(200×50)

(亜鉛メッキ+粉体塗装)

(STK400)

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

注)

基礎コンクリート

基礎材

基礎型枠スパイラルダクト

管理者表示

　　 標識支柱　L

補助板標識

警戒標識

標　識　板　仕　様

標識板材質

　JIS　H-4000　A5052P
　ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金板　厚さt=2.0

補強材材質
　JIS　H-4100　A6063S

　ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　(詳細図別紙参照)

反射ｼｰﾄ
　ｶﾌﾟｾﾙﾚﾝｽﾞ型反射ｼｰﾄ

　本板　下地―黄色　　補助板　下地―白色　　　
　　　　図柄―黒色　　　　　　図柄―黒色

種　別

未 舗 装

舗　　装

基 礎 寸 法
（φＣ×Ｈ）

φ500× 900
(φ500×1000)

φ500×1100
(φ500×1200)

φ600×1200
(φ600×1300)

φ800×1200
(φ800×1300)

φ500× 700
(φ500× 700)

φ500× 800
(φ500× 900)

φ600× 900
(φ600×1000)

φ800× 900
(φ800×1000)

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.74

2.11

3.32
(3.57)

5.91
(6.33)

1.35
(1.34)

(1.71)

4.43

基礎型枠
(ｍ)

9.00
(10.00)

11.00
(12.00)

12.00
(13.00)

12.00
(13.00)

7.00
(7.00)

8.00
(9.00)

9.00
(10.00)

9.00
(10.00)

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

0.49

0.81

0.36

0.36

0.49

0.81

拡 大 率

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

支 柱 寸 法
(φ×ｔ×Ｌ)

φ 60.5×3.2×4100
(φ 76.3×2.8×4900)

φ 76.3×3.2×4700
(φ 89.1×3.2×5500)

φ 89.1×4.2×5200
(φ101.6×4.2×6000)

φ114.3×4.5×5800
(φ139.8×4.5×6600)

φ 60.5×3.2×3900
(φ 76.3×2.8×4600)

φ 76.3×3.2×4400
(φ 89.1×3.2×5200)

φ 89.1×4.2×4900
(φ101.6×4.2×5700)

φ114.3×4.5×5500
(φ139.8×4.5×6300)

10基当り

摘　　要

(　)は設置高さ
ｈ＝2.5ｍ

(1.92)

(2.28)

1.53

2.49
(2.74)

(4.87)

標識工

二枚取付(円柱基礎)

KH2-(Φ×H)

φC

C+100

H
1
0
0

 
h=
1
80

0以
上20
0

10
00

50

1
0

φC

C+100

10



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９３

尺
備

考

1／30
･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。
･　標示板の設置高さ(路面から標示板の下端までの高さ。ただし補助標識板が
   ある場合にはその下端までの高さ)は、1.8mを標準とする。
   但し、標識を歩道等に設置する場合で、路上施設を設置するための
   帯状の部分がなく、かつ十分な歩道等の幅員を確保できない場合、
   標示板の設置高さを2.5m以上確保するものとする。
･　標識板の拡大率の選定については、道路標識設置基準によるものとする。

二枚取付(角柱基礎)

(h
=
25

0
0以

上
)

σck=18N/mm2

(200×50)

(亜鉛メッキ+粉体塗装)

(STK400)

注) 基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　　中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

注)

基礎コンクリート

基礎材

管理者表示

　　 標識支柱　L

補助板標識

警戒標識

標　識　板　仕　様

標識板材質

　JIS　H-4000　A5052P
　ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金板　厚さt=2.0

補強材材質
　JIS　H-4100　A6063S

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　(詳細図別紙参照)

反射ｼｰﾄ
　ｶﾌﾟｾﾙﾚﾝｽﾞ型反射ｼｰﾄ

　本板　下地―黄色　　補助板　下地―白色　　　
　　　　図柄―黒色　　　　　　図柄―黒色

種　別

未 舗 装

舗　　装

基 礎 寸 法
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

500×500× 800
(500×500× 900)

500×500×1100
(500×500×1200)

600×600×1100
(600×600×1200)

800×800×1100
(800×800×1300)

500×500× 600
(500×500× 700)

500×500× 800
(500×500× 900)

600×600× 800
(600×600× 900)

800×800× 800
(800×800×1000)

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.98
(2.21)

(2.93)

(4.22)

6.93
(8.12)

1.48
(1.72)

1.96
(2.19)

5.04
(6.25)

基礎型枠
(㎡)

16.00
(18.00)

22.00
(24.00)

26.40
(28.80)

35.20
(41.60)

12.00
(14.00)

16.00
(18.00)

19.20
(21.60)

25.60
(32.00)

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

0.49

0.81

0.36

0.36

0.49

0.81

拡 大 率

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

支 柱 寸 法
(φ×ｔ×Ｌ)

φ 60.5×3.2×4000
(φ 76.3×2.8×4800)

φ 76.3×3.2×4700
(φ 89.1×3.2×5500)

φ 89.1×4.2×5100
(φ101.6×4.2×5900)

φ114.3×4.5×5700
(φ139.8×4.5×6600)

φ 60.5×3.2×3800
(φ 76.3×2.8×4600)

φ 76.3×3.2×4400
(φ 89.1×3.2×5200)

φ 89.1×4.2×4800
(φ101.6×4.2×5600)

φ114.3×4.5×5400
(φ139.8×4.5×6300)

10基当り

摘　　要

(　)は設置高さ
ｈ＝2.5ｍ

基礎型枠

2.70

3.89

2.83

C

(3.17)

標識工

二枚取付(角柱基礎)

KH2-(C×C×H)

C+100

H
1
0
0

 
h
=
1
8
0
0
以

上

20
0

1
0
0
0

50

1
0

1
0

C

C+100

C

C+
1
00



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９４

尺
備

考

標識板詳細図

標識板寸法及び材料表

区分

警
戒
標
識

一
枚
取
付

警
戒
標
識

二
枚
取
付

拡大率

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

1.0倍

1.3倍

1.6倍

2.0倍

本板寸法

Ａ×Ｂ

450×450

585×585

720×720

900×900

450×450

585×585

720×720

900×900

面積
(㎡)

0.34

0.52

0.81

0.34

0.52

0.81

補強材寸法

Ｃ

300

370

500

560

300

370

500

560

Ｄ

―

―

―

1200

―

―

―

1200

補強材間隔

Ｅ

235

365

425

295

235

365

425

295

Ｆ

―

―

―

320

―

―

―

320

補強材
(本)

2

2

2

3

2

2

2

3

補助板寸法

Ａ'×Ｂ'

220× 600

300× 780

350× 960

440×1200

220× 600

300× 780

350× 960

440×1200

面積
(㎡)

0.13

0.23

0.34

0.53

0.13

0.23

0.34

0.53

補強材寸法

Ｂ
補強材
(本)

1

2

2

2

1

2

2

2

摘　　要

警式標識

２枚取付

警式標識

１枚取付

補強材　3段

補強材　1段

補強材　2段

t=2.0

t=2.0

(亜鉛メッキ仕上)

(亜鉛メッキ仕上)

(STK400)

警戒標識板

補助板

補助板

標識板

アルミ補強材

標識板

アルミ補強材

BOLT 3/8×38L

標識支柱

アルミUバンド

BOLT 3/8×38L

アルミUバンド
標識支柱

（STK400) 標識支柱(亜鉛メッキ＋粉体塗装)

0.20

0.20 600

780

960

1200

600

780

960

1200

標識工

標識板詳細図

C

H H

C

A

C

E
F

A

B

A

B

C

E
F

D



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９５

尺
備

考

自転車放置禁止標識

1／6

1／20

種　　　別

基礎寸法

角柱基礎

円柱基礎

(Ｃ×Ｃ×Ｈ)
(φＣ × Ｈ)

500×500×600

500×500×700

500×500×500

φ500×600

φ500×700

φ500×500

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.48

1.73

1.24

1.16

1.35

0.97

基礎型枠
㎡・(ｍ)

12.00

14.00

10.00

(6.00)

(7.00)

(5.00)

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

10基当り

摘　　要

未舗装 h=1.8m以上

未舗装 h=2.5m以上

舗　装 h=1.8,2.5m以上

未舗装 h=1.8m以上

未舗装 h=2.5m以上

舗　装 h=1.8,2.5m以上

標識板仕様

標識板材質

JIS　H-4000　A5052P

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金板　厚さt=2.0

補強材材質

JIS　H-4100　A6063S

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

反射ｼｰﾄ

ｶﾌﾟｾﾙﾚﾝｽﾞ型反射ｼｰﾄ

文字,わく内の地―青色

斜めの帯，わく，縁線―赤色

記号，縁，地―白色

G.L.

(
h
=
2
5
0
0
以

上
)

注)

基礎コンクリート

σck=18N/mm2

基礎型枠

基礎材

注)基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　 中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

支柱φ60.5×2.3×3000

　 (φ60.5×2.3×3500)

　 (亜鉛メッキ+粉体塗装)

　 (STK400)

自転車放置禁止標識

基礎型枠 基礎型枠　　　　

スパイラルダクト

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。
･　標示板の設置高さ(路面から標示板の下端までの高さ。ただし補助標識板が
   ある場合にはその下端までの高さ)は、1.8mを標準とする。
   但し、標識を歩道等に設置する場合で、路上施設を設置するための
   帯状の部分がなく、かつ十分な歩道等の幅員を確保できない場合、
   標示板の設置高さを2.5m以上確保するものとする。

標識工

自転車放置禁止標識

KHB-(Φ×H)

KHB-(C×C×H)

50 50

10

50

10

50

10

50

10

50

10

50 50

90 70 30 70 30 70

40 370 40

100 70 20 70 20 70 80

10

10

1
0

1
0

1
5

7
0

1
5

7
0

3
0
5

7
0

3
5

6
0
0

2
3
5

2
1
5

1
5
0

2
0
5

2
7
5

1
2
0

90

450

5
0
0

6
0
0

500

600
5
0
0

6
0
0

500

600

1
0
0

H
 
h
=
1
8
0
0
以

上

500

600

6
0
0

450



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９６

尺
備

考

   路端側の余堀をなくし、鏡面が路端にくる様に考慮すること。

･　狭い幅員の道路において、道路端に側溝等がある場合は曲支柱を用いたり、

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

1／20

一面反射鏡標準構造図(円柱基礎)

G.L.

 
6
0
0

1

6

2

11

σck=18N/mm2

スパイラルダクト

(8
00
) 6

00

4

7 12 8

3 5

注)基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　 中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

○
区
役
所

ネームシート

 φ76.3×3.2×3600

(φ76.3×3.2×4000)

H

注)

ネームシート

基礎コンクリート

基礎型枠　　　　

基礎材

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

11

12

色彩は橙色とする．

仕　　　　様　　　　書

品　　名

支柱

鏡面

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

フード

防水リング

注意確認ｼｰﾙ

取付金具Ａ

取付金具Ｂ

補強鉄筋

キャップ

材　　質

ステンレス

SGCC

FRP

塩化ビニール

全面反射

SS400

SS400

SR235

合成樹脂

摘　　　要

亜鉛メッキ＋粉体塗装

厚さ0.8(0.9)mm

SMC法

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

φ13×300－2本

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸　　法

基礎寸法
（φＣ×Ｈ）

φ500×600

φ500×900

未舗道部基礎工

材　　　　料　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.15

基礎型枠
(ｍ)

6.00

9.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

　　　　　　　　　　10基当り

摘　　要

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸 法 表

基礎寸法
（φＣ×Ｈ）

φ500×500

φ500×700

舗道部基礎工

材　　　　料　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.96

1.34

基礎型枠
(ｍ)

5.00

7.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

　　　　　　　　　　10基当り

摘　　要

鋼管(STK400)

1.73

KM1-(Φ×H)

道路反射鏡

一面反射鏡標準構造図(円柱基礎)

φ500

□600

1
0
0

(
9
0
0
)

2
5
0
0

300

1
0
0

5
0
0

6
0
0

500

600



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９７

尺
備

考

   路端側の余堀をなくし、鏡面が路端にくる様に考慮すること。

･　狭い幅員の道路において、道路端に側溝等がある場合は曲支柱を用いたり、

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

1／20

一面反射鏡標準構造図(角柱基礎)

G.L.

 
6
0
0

1

6

2

11

σck=18N/mm2

(8
00
)

○
区
役
所

ネームシート

3 5

注)基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　 中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

4

7 12 8

 φ76.3×3.2×3600

(φ76.3×3.2×4000)

H

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

11

12

色彩は橙色とする．

仕　　　　様　　　　書

品　　名

支柱

鏡面

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

フード

防水リング

注意確認ｼｰﾙ

取付金具Ａ

取付金具Ｂ

補強鉄筋

キャップ

材　　質

ステンレス

SGCC

FRP

塩化ビニール

全面反射

SS400

SS400

SR235

合成樹脂

摘　　　要

亜鉛メッキ＋粉体塗装

厚さ0.8(0.9)mm

SMC法

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

φ13×300－2本

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸 法 表

規格寸法
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

500×500×600

500×500×900

未舗道部基礎工

材　　　　料　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.47

2.21

基礎型枠
(㎡)

12.00

18.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

10基当り

摘　　要

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸 法 表

規格寸法
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

500×500×500

500×500×700

舗道部基礎工

材　　　　料　　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.23

1.72

基礎型枠
(㎡)

10.00

14.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

10基当り

摘　　要

注)

ネームシート

基礎コンクリート

基礎型枠

基礎材

 60
0

鋼管(STK400)

KM1-(C×C×H)

道路反射鏡

一面反射鏡標準構造図(角柱基礎)

□500

□600

1
0
0

(
9
0
0
)

2
5
0
0

300

1
0
0

5
0
0

6
0
0

500

600



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９８

尺
備

考

   路端側の余堀をなくし、鏡面が路端にくる様に考慮すること。

･　狭い幅員の道路において、道路端に側溝等がある場合は曲支柱を用いたり、

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

1／20

二面反射鏡標準構造図(円柱基礎)

6

2

G.L.

 
9
0
0

1

11

σck=18N/mm2

スパイラルダクト

注)基礎工の天端が路面に露出する場合は、

　 中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

○
区
役
所

ネームシート

9 5

(8
00)

(8
00
)

12

3 10

 φ76.3×3.2×4000

(φ89.1×3.2×4400)

7 12 8

4

H

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

色彩は橙色とする．

仕　　　　様　　　　書

品　　名

支柱

鏡面

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

フード

防水リング

注意確認ｼｰﾙ

取付金具Ａ

取付金具Ｂ

取付金具Ｃ

二面用ｱｰﾑ

補強鉄筋

キャップ

材　　質

ステンレス

SGCC

FRP

塩化ビニール

全面反射

SS400

SS400

SS400

STKR400

SR235

合成樹脂

摘　　　要

亜鉛メッキ＋粉体塗装

厚さ0.8(0.9)mm

SMC法

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

φ13×300－2本

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸 法 表

基礎寸法
（φＣ×Ｈ）

φ500× 900

φ500×1200

未舗道部基礎工

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.73

基礎型枠
(ｍ)

9.00

12.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

10基当り

摘　　要

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸 法 表

基礎寸法
（φＣ×Ｈ）

φ500×700

φ500×900

舗道部基礎工

材　　　料　　　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.34

1.71

基礎型枠
(ｍ)

7.00

9.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

10基当り

摘　　要

注)

基礎コンクリート

基礎型枠　　　　

基礎材

ネームシート

 60
0

 60
0

鋼管(STK400)

2.28

KM2-(Φ×H)

道路反射鏡

二面反射鏡標準構造図(円柱基礎)

2
5
0
0

φ500

□600

1
0
0

(
1
2
0
0
)

300

1
0
0

5
0
0

6
0
0

500

600



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

９９

尺
備

考

 路端側の余堀をなくし、鏡面が路端にくる様に考慮すること。

･　狭い幅員の道路において、道路端に側溝等がある場合は曲支柱を用いたり、

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

1／20

二面反射鏡標準構造図(角柱基礎)

6

2

G.L.

 
9
0
0

1

11

σck=18N/mm2

注)基礎工の天端が路面に露出する場合は、

 中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

○
区
役
所

ネームシート

7 12 8

9 5

(8
00)

(8
00
)

4

12

3 10

 φ76.3×3.2×4000

(φ89.1×3.2×4400)

H

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

色彩は橙色とする．

仕　 　様　 　書

品　　名

支柱

鏡面

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

フード

防水リング

注意確認ｼｰﾙ

取付金具Ａ

取付金具Ｂ

取付金具Ｃ

二面用ｱｰﾑ

補強鉄筋

キャップ

材　　質

ステンレス

SGCC

FRP

塩化ビニール

全面反射

SS400

SS400

SS400

STKR400

SR235

合成樹脂

摘　 　要

亜鉛メッキ＋粉体塗装

厚さ0.8(0.9)mm

SMC法

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

φ13×300－2本

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸 法 表

規格寸法
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

500×500× 900

500×500×1200

未舗道部基礎工

材　 　料　 　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

2.21

2.93

基礎型枠
(㎡)

18.00

24.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

10基当り

摘　　要

種　　別
(鏡 面)

φ600

φ800

寸 法 表

規格寸法
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

500×500×700

500×500×900

舗道部基礎工

材　 　料　 　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

1.72

2.19

基礎型枠
(㎡)

14.00

18.00

基 礎 材
(m3)

0.36

0.36

10基当り

摘　　要

注)

基礎コンクリート

基礎型枠

基礎材

ネームシート

 60
0

 60
0

鋼管(STK400)

KM2-(C×C×H)

道路反射鏡

二面反射鏡標準構造図(角柱基礎)

2
5
0
0

□500

□600

1
0
0

(
1
2
0
0
)

300

1
0
0

5
0
0

6
0
0

500

600



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

１００

尺
備

考

単独柱

G.L.

土中建込用 コンクリート建込用

支柱(STK400)　

(亜鉛メッキ+粉体塗装)

注)基礎工の天端が路面に露出する場合は、

 中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

注)

G.L.

基礎コンクリート

σck=18N/mm2

基礎材

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

   採用にあたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　視線誘導標の製品については代表的な形状を示すもので、 1／15

1／5

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

200×200×300

材　 　料　 　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.12

基 礎 型 枠
(㎡)

2.40

基　礎　材
(m3)

0.09

10基当り

摘　　要

両面タイプ

片面タイプ

DC

DK

視線誘導標

単独柱

2
0
0

6
0
0

9
0
0

7
0
～

1
0
0

9
0
0

3
0
0

1
0
0

□200

□300

7
0
～

1
0
0

φ34

φ34



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

１０１

尺
備

考

防護柵取付

G.L. G.L.

支柱(亜鉛メッキ+粉体塗装)

　(STK400)

 採用にあたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　視線誘導標の製品については代表的な形状を示すもので、 1／15

1／6

両面タイプ

片面タイプ

両面タイプ

添架式バンド式

DCT

視線誘導標

防護柵取付

9
0
0

4
0
0

9
0
0

φ34

φ34



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

１０２

尺
備

考

1／15

1／10

･　視線誘導標の製品については代表的な形状を示すもので、

   採用にあたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　障害物のある箇所、急カーブ等で特に危険と判断される箇所に使用する。

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

大型視線誘導標

コンクリート建込用土中建込用

G.L. G.L.

σck=18N/mm2

注)基礎工の天端が路面に露出する場合は、

 中心より外側に1/10程度の勾配を設ける。

片面タイプ

　(STK400)

種　　別
（Ｃ×Ｃ×Ｈ）

300×300×400

材　 　料　 　表

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

0.35

基 礎 型 枠
(㎡)

4.80

基　礎　材
(m3)

0.16

10基当り

摘　　要

基礎コンクリート

注)

支柱(亜鉛メッキ+粉末塗装)

DBC

DBK

視線誘導標

大型視線誘導標

90
0

60
0

□300

□400

90
0

φ300

φ344

4
0
0

基礎材

1
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
R6.3

１０３

尺
備

考

･　視覚障がい者誘導ブロックは、黄色を原則とする。

･　MMA樹脂製専用接着剤を使用し、タイルと接着剤が一体化する溶融接着方式とすること。 －

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや
　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。

視覚障がい者誘導用ブロック
（MMA樹脂製点字タイル）

視覚障がい者誘導用ブロック（MMA樹脂製点字タイル）

12 5
5

12
55

5
2

点状タイル 〈ＪＩＳ規格適合製品〉

600

3
0
0

5
517

2
5

3
0
0

600

線状タイル 〈ＪＩＳ規格適合製品〉

･　車両が通行する乗入部においては、補強繊維を設置し点字突起部の舗装へのめり込み・
破損を抑制すること。

･　大型車両や一般車両が頻繁に乗入する特殊な乗入箇所は別途考慮とすること。



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

１０４

尺
備

考

･　視覚障がい者誘導ブロックは、黄色を原則とする。

･　基礎型枠は施工状況に合わせ別途計上する。 1／10

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。

視覚障がい者誘導ブロック

敷設標準断面図

GB

敷設標準断面図

種　 　別
(Ｂ×Ｂ×ｔ)

GB-300×300×60

材　 　料　 　表

誘導用ﾌﾞﾛｯｸ
(枚)

目地ﾓﾙﾀﾙ
(m3)

敷モルタル
(m3)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
(m3)

摘　　要

目地モルタル(1:3)

路盤工(クラッシャーラン)

コンクリート σck=18N/mm2

敷モルタル(1:3)

誘導用ブロック（JIS T9251)

100ｍ当り

0.75 1.50 3.0327 0.02

300 300 5

1
0
0

5
0

2
5

6
0

2
3
5

5

1
0
0

5
0

2
5

6
0

2
3
5

5

3
0
0

300

6
0

300

3
0
0

6
0



参　考　図

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

１０５

尺
備

考

敷設例(1)

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

歩道巻込部

歩道巻込部
(継続的直線歩行案内)

継続的直線歩行案内 横断歩道口

横断歩道口

中央分離帯

(継続的直線歩行案内)

継続的直線歩行案内

継続的直線歩行案内

中央分離帯

横断歩道口

横断歩道口

(継続的直線歩行案内)

バス停部

→
↑←↓

視覚障がい者誘導用ブロック設置
イメージ図

　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

敷設例(1)

視覚障がい者誘導用ブロック設置



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。 参　考　図

敷設例(2)

横断歩道口敷設図(1/2)

・BのブロックはAのブロックの中心部に設置する。

・Aのブロックは信号柱等接近しない方が、好ましい

　 構造物からW2離して設置する。

・C及びDのブロックについても同様の措置を取る。

(信号柱等の構造物がある場合)

信号柱等の構造物

W1

W2

W1

W2

W1

W1

A

B

C

D

W1：30cm程度

W2：30～60cm程度

(継続的に案内していない場合)(継続的直線歩行を案内している場合)

W1

１０６

また、横断歩道の中心とAのブロックの中心を

B

A

C

W2

C：ブロックは横断歩道の幅員に応じて決定する。

敷設例(2)

横断歩道口敷設図(1/2)

B：この部分を点状ブロックとし、ここが分岐点で
あることを案内することとする。

W1：30cm程度

W2：60cm程度以上（ただし、路上施設や占用物件の
設置状況などによって、この値とすることが適
切ではない場合は、この限りではない。）

A：さらに歩道幅員が広い場合は、Aの部分の設置す
る範囲が広くなることになる。

合わせる。

：矢印方向に歩行している時に点状ブロック，

線状ブロックを踏み越えないよう2列敷設とす
る。

W1

W1

A

W1：30cm程度

A ：さらに歩道幅員が広い場合は、Aの部分の設置す

る範囲が広くなることになる。

：矢印方向に歩行している時に点状ブロック，

線状ブロックを踏み越えないよう2列敷設とす

る。



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

(自転車横断帯がある場合)

自
転
車
横
断
帯

(横断歩道が斜めの場合)

W1

W1

W1：30cm程度

(交通島の場合)

W1

W1

W1

W1：30cm程度

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。 参　考　図

１０７

敷設例(3)

横断歩道口敷設図(2/2)

・Aのブロックは自転車横断帯にかからないようにする。

A

敷設例(3)

横断歩道口敷設図(2/2)

W1:30cm程度W1

W1

注）視覚障がい者は、視覚障がい者誘

導用ブロック及び縁石の配列と、

横断歩道が垂直に交わるという認

識により横断歩道を横断するとい
う意見があり、横断歩道が斜めの
場合の対策を検討する必要がある。

注）横断歩道の方向と線状ブロックの

線状突起の方向とを同一方向にす
ることが望ましい。



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

W1：30cm程度

A

A

視覚障がい者誘導ブロックを使用する

歩行者の通行空間

600 600

 300

1500

誘導ブロック

A　-　A

W1

W1

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。 参　考　図

歩道巻込部敷設図

１０８

歩道巻込部敷設図

敷設例(4)

(歩道幅員が広い場合及び自転車の通行すべき部分が指定されている場合)

W1

W1;30cm程度

・Aのブロックは自転車横断帯・通行部にかからないようにする。

A
自転車横断帯

敷設例(4)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

W1：30cm程度

W1：30cm程度

施設等入口部敷設図
(公共施設等の入口部に設置する場合)

車両用の

構内道路

歩行者用の

構内道路

(施設側に設置してあるブロックと連絡するように設置する場合)

中央分離帯敷設図
(広い中央分離帯の場合)

中央分離帯

(狭い中央分離帯の場合)

W1：30cm程度

W1：30cm程度

中央分離帯

施　設

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。 参　考　図

施設等入口部及び中央分離帯敷設図

１０９

施設等入口部及び中央分離帯敷設図

敷設例(5)

敷設例(5)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

W1：30cm程度

W1：30cm程度

(階段部の設置例)

(入口部分の方向が歩道上の

走行方向に対して直角の場合)

(階段中央に手すりがある場合)

地下横断歩道等の入口部分

手すり

地下横断歩道等の入口部分

地下横断歩道等

の入口部分
W1

W1

W1

W1

W1 W1

W1

W1：30cm程度

W1：30cm程度

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。 参　考　図

地下横断歩道等の昇降口敷設図

１１０

地下横断歩道等の昇降口敷設図

敷設例(6)

敷設例(6)

W1：30cm程度

(入口部分の方向が歩道上の

走行と一致している場合)

地下横断歩道等

の入口部分
W1

W2

W2：60cm程度以上

(入口部分の方向が歩道上の

走行と一致している場合)

(継続的に案内している場合）(継続的に案内していない場合）

W1

W1



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

(通常歩道橋の場合) (斜路付階段のある歩道橋の場合)

W1：30cm程度 W1：30cm程度

　Aの線状ブロックによって誘導された視覚障がい者は、Bの点状ブロックによって

分岐点であることがわかり、Cの線状ブロックによって横断歩道橋の昇降口に導か

車　道

A

B

C

W1 W1

車　道

W1 W1

斜　路

参　考　図

横断歩道橋の昇降口敷設図

１１１

横断歩道橋の昇降口敷設図

敷設例(7)

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

W2W2

W2：60cm程度以上
W2：60cm程度以上

れることとなる。

敷設例(7)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。 参　考　図

バス停部及び分岐点敷設図

１１２

バス停部敷設図

敷設例(8)

W1

W1：30cm程度

W2

W2：60cm程度以上

敷設例(8)

W1

W1

（継続的に案内していない場合）（継続的に案内している場合）



屈折・屈曲部の誘導は形状が許す範囲でなるべく

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H30.3

尺
備

考

･　代表的な設置例を示すものであり、現地状況に応じ視覚障がい者が

   まどわないような設置をすること。

(障害物を避けて設置する場合)

緩やかにすりつけることとし、やむを得ず線状ブロックを

加工して誘導する場合でも45°以下とすることが

望ましい。これ以上となる屈曲部においては点状

ブロックを設置するものとする。

(45°を超えて方向変更する場合) (45°以内で方向変更する場合)

α：45°以下

方向変更

(屈折・屈曲部詳細図)

施　設

W1

･　整備にあたっては、道路の移動円滑化整備ガイドラインや

 　福岡市福祉のまちづくり条例の施設整備マニュアルを参考にすること。 参　考　図

屈折・屈曲部敷設図

１１３

屈折・屈曲部敷設図

α α

敷設例(9)

α

α：45°以下

W1：60cm程度以上

＊ただし、路上施設や占用物件の設置状況などによって
この値とすることが適切でない場合は、この限りではない。

α

α：45°を超える

加　工

加　工

敷設例(9)



（ベースプレート式）

照明工　基本型・ベースプレート部は埋設を標準として、別途検討すること。

・接地棒の埋設位置はGL-750以上であること。

１１４

福岡市土木構造物標準図集

・標示板等を添架する場合は必要な形状を別途検討すること。

・照明柱は、ポールトップの灯具設置を標準とする。

・照明灯機器類(灯具,ランプ等)の選択は別途設計図書による。特

記

仕

様

尺

作
成

縮 名

称

記

号
参 考 図

(落下防止ワイヤー取付金具)

(600ｘ130)

28ニップル

(下向き5゜)

RB－Φ6

照明器具取付部詳細図

開口部 ベースプレート詳細図

ランプ:LED

6
m
柱
=5
5
00
以
上
,
8
/1
0
/1
2m
=
70
0
0以

上

灯具方向

貫通ボルト用孔

テーパーポール

〃

〃

〃

地上高　６ｍ

地上高　８ｍ

地上高１０ｍ

地上高１２ｍ

本

単位 数量規　　格

１

１

１

１

名　　称

ベースプレート式

張紙防止塗装

名　　称

ポール内配線

ポール内配線

ポール内配線

ポール内配線

地上高　８ｍ

地上高　６ｍ

地上高１０ｍ

地上高１２ｍ

規　　格 単位 数量

単位 数量規　　格名　　称

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

1

1

1

個

個

灯具,ランプ

電源装置類

点灯制御器

LED照明,電源装置からの配線含む

LEDモジュール制御装置類

ソーラータイムスイッチ式

＊詳細な規格は別途設計図書による。

(
開
口
部
下
端
部
ま
で
)

H(
地
上
高
)

丸テーパー柱
(ベースプレート式基礎)

電源引込線
(地中引込の場合)

接地

※溶融亜鉛メッキ；JIS H 8641(HDZ-55)

電源引込線

(架空線引込の場合
)

架空引込の場合,600V,CE3.5sq-2C

架空引込の場合,600V,CE3.5sq-2C

架空引込の場合,600V,CE3.5sq-2C

架空引込の場合,600V,CE3.5sq-2C

（メーカー標準仕様）
防食塗装張

紙
防
止
塗
装

(メ
ー
カ
ー
標
準
仕
様
)

GL+300よりGL+2300までのH=2000（メーカー標準仕様）

防食塗装

＊屋外露出部はテープ等で遮光処理を行うこと。

GL±300の600（メーカー標準仕様）

式

（年間プログラム付）

メーカー仕様による

Φ180以上(機器のスペースを考慮)

Φ600

メーカー仕様による

4-Φ30

5.5

7

7

7

2
0
0

2
0
0
0

3
0
0

3
0
0 G.L

・塗装色に指定がある場合には、ブラウン色（ﾏﾝｾﾙ値10YR2/1）を標準とする。

・柱の張紙防止塗装は、GL+300よりGL+2300までのH=2000を標準とする。
・アルミストレートテーパーポールを標準とする。

アンカーボルトセット(HDZ-55)

(M24)

＊ナット，ワッシャはHDZ-35

6
0
0

400

300

4
0
0

30
0

20
0

 メーカー仕様による

75
0以

上

各１本当り照明柱　数量表

ポール内配線　数量表 各１本当り

照明灯機器類　数量表 各１本当り

ダブルナットキャップ（キャップ内充填剤充填）

照明工　基本型（ベースプレート式）

・柱形状について，埋設物等の支障物件をやむを得ず避ける必要
がある場合は別途検討すること。

・ポールの仕様等は(社)日本照明器具工業会「JIL1001,1003」による。

H31.3

丸テーパー



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺 基礎詳細図(ベースプレート式)

参 考 図H30.3

１１５

照明工　アルミ柱
備

考

(σck=18N/mm2)

接地棒(Φ10,L=1500)

基礎工断面図

Φ25

ベースプレート

ダブルナットキャップ（キャップ内充填剤充填）

(スパイラルダクトΦ600)

Φ600

GL

30
0

基
礎
根
入
長

10
0

M24

10
0

10
0

h-
20
0

10
0

FB50*3*4

アンカーボルト外形図

HDZ-55仕上げ

埋
込
深
さ
(h
)

300

ベースプレート

アンカーボルト

接地線(IE2.0mm2)

保護管(VE16)

基礎コンクリート

基礎型枠

基礎材

照明工　アルミ柱　基礎詳細図(ベースプレート式)

こと。

及び形状変更するベースプレート式基礎は必要な形状を別途検討する

・標示板等を添架する場合は必要な形状を別途検討すること。

・接地棒の埋設位置はGL-750以上であること。

・埋設物等の支障物件をやむを得ずよける必要がある場合の埋込式基礎

・目地部ナット類は、溶融亜鉛メッキ仕上げ(HDZ-35)とする。



GL±300の600（メーカー標準仕様）

福岡市土木構造物標準図集

・照明灯機器類(灯具,ランプ等)の選択は別途設計図書による。特

記

仕

様

尺

作
成

縮 名

称

記

号
参 考 図

単位 数量規　　格

１

名　　称

各１本当り

防食塗装

本

数量表

・標示板等は添架しない。
・接地棒の埋設位置はGL-750以上であること。 考

備

(
3
0
00
)

4
5
0
0

(
1
50
0
)

7
5
0

3
00

φ6水抜き穴

9
0
0

地上高 4.5ｍ（埋込式）

H31.3

※詳細な規格は別途設計図書による。

灯具，ランプ

電源装置類

点灯制御器

LED照明，電源装置からの配線含む

LEDモジュール制御装置類

ソータータイムスイッチ式　（年間プログラム付）

１

１

１

式

個

個

ランプ:LED

電源引込線

8
0
0

G.L

・架空線引込の場合，ポール，基礎サイズは別途検討すること。

アダプタ
（メーカー仕様による）

照明工　歩道照明　埋込式(地中引込式)

塗装 クリア塗装

基礎型枠

(スパイラルダクトΦ600)

照明工　歩道照明　埋込式

・ポールの仕様等は(社)日本照明器具工業会「JIL1001,1003」による。

・柱形状について，埋設物等の支障物件をやむを得ず避ける必要
がある場合は別途検討すること。

接地　Ed

１１６

・アルミテーパーポール(丸段付型)を標準とする。

アルミテーパーポール(丸段付型)

50

電線孔

6
0
0

3
0
0

3
0
0

（メーカー標準仕様）
防食塗装

(地中引込式)



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺
備

考

（幹線道路）

参 考 図 H30.3

１１７

照明工　共架アーム式照明灯

   点検蓋はステンレスワイヤーにて落下防止を行うこと。

   ランプの選択は別途設計図書による。

･　引込線等は必要に応じ混触防止のため、ビニル電線管にて保護を行う事。

電源

1φ2W200V

電源装置

ケーブル付属品

内部結線図

φ30穴 電源穴 (プッシング付)

取付金具：t3.2

電力会社施工電線

2-取付バンド

仕上：溶融亜鉛メッキ

ストッパー

4-M8ボルト

(SUS)

パッキン

取付フックφ6

ケーブル押入

SUS

HDZ55

本体：鋼管t3.2　　　

溶融亜鉛メッキ仕上げ

電源装置（別置型の場合）

アーム：φ34.0

灯具：LED道路照明

数量表

規格

ＬＥＤ灯

200V　初期照度補正付

CE3.5sq -2C

単位

個

台

個

台

個

m

数量

1

1

2

1

1

1

建築限界を侵さない

20

3
5
0

5
5
0

7
0
0

φ60.5

140

5
25

□10080

φ8水抜穴

接地 M6

接続点

LED

CE3.5sq

年間プログラムタイマー，ブレーカー付

溶融亜鉛メッキ仕上げ

IBT408～415

名称

灯具

共架式アーム

自在バンド

電源装置

ケーブル

ソーラータイムスイッチソーラータイムスイッチ

ソーラータイムスイッチ

照明工　共架アーム式照明灯（幹線道路）



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺
備

考 参 考 図 

行うこと。

LED灯具

取付バンド

規　　格名　　称

数量表

LED灯具 

建築限界を侵さないW=130,H=170
t=0.8 H≧4.5m

LED,電源装置

単位 数量

１

１

１

基

組

個

１基当り

・LED灯具(ランプ)の選択は別途設計図書による。
・引込線等は必要に応じ混触防止のため、ビニル電線管にて保護を

IBT(206～415)相当品,溶融亜鉛メッキ

SUS,管理番号添付用,取付金具含む銘板取付板
銘板取付板 SUS304

・別途、引込バンドを用意すること。

自動点滅器

※新設時のみ電力会社の施工

取付バンド IBT(206～415) 相当

自動点滅器 新設時のみ電力会社の施工 個 １

照明工　共架式

照明工　共架式

・新設時のみ自動点滅器具は電力会社の施工とする。

１１８

H31.3

※取付金具に設置すること。



接地

GL±300の600（メーカー標準仕様）

福岡市土木構造物標準図集

・照明灯機器類(灯具,ランプ等)の選択は別途設計図書による。特

記

仕

様

尺

作
成

縮 名

称

記
号

参 考 図

単位 数量規　　格

１

名　　称

各１本当り

（メーカー標準仕様）
防食塗装

G.L

3
00

3
0
0

※溶融亜鉛メッキ仕上

電源引込線

6
0
0

鋼管ポール

防食塗装

本

数量表

・標示板等は添架しない。
・接地棒の埋設位置はGL-750以上であること。 考

備

全長　６ｍ

照明工　生活道路用鋼管柱

照明工　生活道路用鋼管柱

(スパイラルダクトΦ500)

基礎型枠

１１９

5
00
0

1
0
0
0

H31.3

・柱形状について，埋設物等の支障物件をやむを得ず避ける必要が
ある場合は別途検討すること。



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名

称

記
号

作
成

尺
備

考

･銘板の取付は共架式照明灯は除く。

福　　岡　　市

○　○　○　区

図
 
面
 
番
 
号

灯
 
柱
 
番
 
号

管理番号標シールは各区役所より支給

15
0

4
17

5
4

54
17

4

4 92 4

100

福岡市○○○区

材質：アルミ　t=0.5mm程度

20
0

3
23

3

3 94 3

100

15
1
3

1
3

13
13

13
1
3

13
13

13
1
3

13
13

図面番号

灯柱番号

電　　圧

基礎寸法

柱製作会社

施 工 者

真鍮リベット止め
4-M2

ｿｰﾗﾀｲﾏ

消費電力(W)
契約区分(W)

柱設置年月

柱 形 式

(ﾒｰｶｰ名)
灯具型式

灯具設置年月

○○

○○

平成○○年○○月

平成○○年○○月

200V

○○－○○柱内臓

○○○○

○○○○

○○Φ×○○○

（△△△△)
○○○○

S○○B（ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ式）

○○W
公衆街路灯A○○W

･灯具設置年月及び柱年月は、工期末の年月とする。

車道側H=2000付近に取付

照明灯管理番号標
照明柱開口部点検蓋に取付

銘　　板（記入例）

共架アームの場合は点検蓋に取付

照明工　銘板詳細図

照明工　銘板詳細図

共架アームがない場合は銘板取付板(SUS304)に取付

１２０

H31.3



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺
備

考

ハンドホール(1)

1／20

･　躯体は簡易防水型とする。

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

   採用にあたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　ハンドホールの製品については代表的な形状を示すもので、

種　　別
(Ｂ×Ｂ－Ｈ)

HA 500－500

HC 800－600

材　　　　　料　　　　　表

躯　　体
(ｾｯﾄ)

10

10

防水ﾎﾞﾝﾄﾞ
(㎏)

10

10

基 礎 材
(m3)

0.49

1.04

蓋
(枚)

10

10

10箇所当り

摘　　要

基礎材基礎材

D 
φ
=4
50

HA 500-500鉄蓋 HC 800-600鉄蓋

D 
φ
=6
00

HH-(B×H)

照 明 工

ハンドホール(1)

１２１

H24.3

1
0
0

6
0
0

1020

1
0
0

5
0
0

700

500

5
0
0

800

8
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

尺
備

考

ハンドホール(2)

1／25

･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

   採用にあたっては設置箇所等を考慮し、監督員と協議のうえ決定する。

･　ハンドホールの製品については代表的な形状を示すもので、

種　　別
(Ｂ×Ｂ－Ｈ)

HB 600－1200

HD 800－1300

材　　　　　料　　　　　表

躯　　体
(ｾｯﾄ)

10

10

防水ﾎﾞﾝﾄﾞ
(㎏)

10

10

基 礎 材
(m3)

0.67

1.04

蓋
(枚)

10

10

10箇所当り

摘　　要

D 
φ
=6
00

HB 600-1200鉄蓋

D 
φ
=6
00

HD 800-1300鉄蓋

基礎材基礎材

HH-(B×H)

照 明 工

ハンドホール(2)

１２２

1
0
0

1
3
0
0

1020

1
0
0

1
2
0
0

6
0
0

600

820

8
0
0

800



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺備

考

ハンドホール鉄蓋

1／20

種　　別

D450用

D600用

寸法表

Ｄ

450

600

Ａ

500

650

Ｂ

570

710

Ｈ

50

50

ｔ

11

12

材　料　表

蓋・受枠

R2K-45

R2K-60

材　質

FC

摘　　要

中荷重・簡易防水型

種　　別

丸蓋

角蓋

D450用

D600用

D450用

D600用

寸法表

Ｄ

450

600

450

600

Ａ

536

688

545

695

Ｂ

630

820

632

782

Ｈ

110

110

110

110

ｔ

9

9

6

7

材　料　表

蓋・受桝

RB2K-45

RB2K-60

SB2K-45

SB2K-60

材　質

FC

FC

摘　　要

中荷重・簡易防水型
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ　t=60
ﾓﾙﾀﾙ(1:3)　　　　t=10

電

ハンドホール鉄蓋 インターロッキングブロック用鉄蓋

丸蓋 角蓋

HHC-(D)

照 明 工

ハンドホール鉄蓋
・本図は代表的な形状を示すもので、採用にあたっては設置箇所等を考慮し、

   監督員と協議のうえ決定する。

・車両通行箇所に設置する場合は、現地状況に応じて別途検討すること。

１２３

H24.3

H

B

D

t

A

D

B

H

7
0

A

t

A

B

H7
0

t

D



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺
備

考

1／20

FEP-(Φ)

照 明 工

ケーブル埋設図及び構造図

ケーブル埋設図及び構造図

150mm以上
1:
0.
5

ケーブル埋設図

150mm以上

1:
0.
5

構　造　図

種　　別
(内径ｄ)

50

65

80

100

寸　　法　　表

ｈ

100

150

Ｗ

H= 600

1000

1050

H=1200

1600

1650

摘　　要
種　　別
(内径ｄ)

50

65

80

100

寸　　法　　表

Ｄ

65

85

103

130

Ｌ
(ｍ)

100,50,10

50,10

摘　　要

F E P

F E P

パイロットワイヤー

埋設深さについては、道路管理者と協議のうえ決定すること。

埋設シート(Ｗ仕様)

埋設シート(Ｗ仕様)

１２４

H24.3

3
0
0

3
0
0

6
0
0

h

300

W

6
0
0

6
0
0

1
2
0
0

h

300

W

d

D



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺
備

考

1／20
･　床版支点部にはエラスタイト(t=20mm)を設ける。

･  伸縮目地(エラスタイト)を、１０m程度に1箇所設ける。

床 版 工

ctc500

コンクリートσck=24N/mm2

アンカーD16

エラスタイト(別途)

車　道　部　Ｔ＝２５ｔ

種　　別
(水路幅)

Ｗ＝1000

Ｗ＝1500

Ｗ＝2000

寸 法 表

Ｌ ｔ

材　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　表

ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

型　枠
(㎡)

ｱﾝｶｰ
D16
(本)

20

20

20

主　鉄　筋　 S1 　SD345

径

D13

D16

D16

本数
(本)

80

80

80

単位重量
(㎏/m)

重　　量
(㎏)

配　力　筋　 S2 　SD345

径

D10

D10

D10

本数
(本)

5

7

9

単位重量
(㎏/m)

重　　量
(㎏)

 10ｍ当り

摘　　要

1300

1800

2300

160

170

200

2.08

3.06

4.60

13.62

19.01

24.92

0.995

1.560

1.560

95.52

212.16

274.56

0.56

0.56

0.56

28.0

39.2

50.4

歩道及び乗入れ部　Ｔ＝６ｔ

種　　別
(水路幅)

Ｗ＝1000

Ｗ＝1500

Ｗ＝2000

寸 法 表

Ｌ ｔ

材　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　表

ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

型　枠
(㎡)

ｱﾝｶｰ
D16
(本)

20

20

20

主　鉄　筋　 S1 　SD345

径

D13

D13

D13

本数
(本)

80

80

80

単位重量
(㎏/m)

重　　量
(㎏)

配　力　筋　 S2 　SD345

径

D10

D10

D10

本数
(本)

5

7

9

単位重量
(㎏/m)

重　　量
(㎏)

10ｍ当り

摘　　要

1300

1800

2300

120

140

150

1.56

2.52

3.45

12.71

18.30

23.69

0.995

0.995

0.995

95.52

135.32

175.12

0.56

0.56

0.56

28.0

39.2

50.4

SA-(W)

SB-(W)

床 版 工

＊ 型枠数量は現場施工条件により別途算出する必要がある。

5
0

t

300ctc×n本(250ctc×n本) 5050

L

水路幅(W)

S1 SD345-Dφ

S2 SD345-D10

S1 SD345-Dφ×125ctc

S2 SD345-D10

１２５

R6.3



種　 　別

植 穴 深

寸　 　法　 　表　

鉢 深 さ

福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺備

考

根鉢・植穴寸法及び支柱選定表

(m3) (m3)
植 穴 深植 穴 径鉢　　径

種　 　別

幹周(高木)
摘　　要植穴容量鉢 容 量

材　料　表

種　 　別

樹高(中低木) 鉢　　径 鉢 深 さ 植 穴 径
鉢 容 量 植穴容量

(m3) (m3)

摘　　要

材　料　表寸　 　法　 　表　

300未満

300以上 500未満

500以上 800未満

800以上1000未満

1000以上1500未満

1500以上2000未満

2000以上2500未満

2500以上3000未満

根鉢寸法及び植穴寸法

中低木（樹高） 高　木 (幹周)

2500以上 300未満

200以上400未満

300以上600未満

300以上

500以上

400未満

400以上

1000以上

1000以上

1000以上

1000以上

二脚鳥居(添木付)

二脚鳥居(添木無)

三脚鳥居

十字鳥居

二脚鳥居組合せ

布掛(竹)

添柱型(１本型)

生垣型

中低木

高木(400未満)

高木(400以上)

支　柱　型　式 摘　 　要

植栽工支柱選定表

100未満

100以上150未満

150以上180未満

180以上200未満

200以上250未満

250以上300未満

300以上350未満

350以上450未満

450以上600未満

600以上750未満

750以上900未満

330

380

470

470

570

660

710

900

1130

1410

1700

250

280

330

330

390

450

480

590

740

910

1080

690

750

870

870

990

1110

1170

1410

1710

2070

2430

370

400

460

460

530

590

620

750

900

1090

1280

0.017

0.028

0.061

0.061

0.110

0.170

0.210

0.400

0.740

1.320

2.080

150

170

200

220

260

300

350

400

80

100

120

130

160

190

230

260

290

330

370

410

460

540

610

690

230

260

280

310

350

400

460

510

0.001

0.002

0.004

0.005

0.008

0.013

0.022

0.032

１本当り

１本当り

0.138

0.177

0.273

0.273

0.408

0.571

0.666

1.170

5.933

3.666

2.066

0.015

0.022

0.030

0.041

0.058

0.092

0.134

0.191

鉢径

鉢深さ
植穴深

植穴径

植 裁 工

根鉢・植穴寸法及び支柱選定表

八ッ掛(１型)

八ッ掛(２型)

八ッ掛(３型)

１２６

H24.3



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成

尺備

考

1／10
･　基礎材は特に指示がない場合は、再生クラッシャーランを標準とする。

SMF-(A×B)

植 裁 工

植樹桝用縁石

基礎コンクリート σck=18N/mm2

敷モルタル(1：3)

基礎材

植樹桝用縁石

種　　別
(Ａ×Ｂ)

1200× 745

1200×1000

1500× 750

1500×1000

材　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　表

境界ブロック

ｽﾄﾚｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
(個)

40

60

40

60

ｺｰﾅｰﾌﾞﾛｯｸ
(個)

20

20

20

20

敷モルタル
(m3)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m3)

基礎型枠
(㎡)

基 礎 材
(m3)

10箇所当り

摘　　要

A

B

0.037

0.044

0.041

0.048

0.439

0.524

0.491

0.576

5.505

6.505

6.118

7.118

0.439

0.524

0.491

0.576

ストレートブロック

コーナーブロック

１２７

H24.3

170

1
5
0

1
0

1
0
0

1
0
0

95 45

140



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

尺備

考

二脚鳥居支柱(添木無)

1／20
･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、

   2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

種　　別

二脚鳥居支柱
(添木無)

材　　料　　表
杉丸太(本)
長　1.8ｍ

末口径　6㎝

200

杉丸太(本)
長　0.6ｍ
末口径　6㎝

100

100本当り

摘　　要

背面正面

釘打鉄線綾割掛け

杉皮

杉切丸太

(防腐処理)

釘打鉄線綾割掛け

棕梠縄綾割掛け

TS-1

植 裁 工

二脚鳥居支柱(添木無)

１２８

1
2
0

90 420 90

600

9
5
0

650

90

18
00

9
5
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

尺
備

考

二脚鳥居支柱(添木付)

1／40
･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、

   2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

種　　別

二脚鳥居支柱
(添木付)

材　　　　　料　　　　　表
杉丸太(本)
長　1.8ｍ

末口径　6㎝

200

杉丸太(本)
長　0.6ｍ

末口径　6㎝

100

控梢丸太(本)
長　4.0ｍ

元口径　6㎝

100

100本当り

摘　　要

杉皮・棕梠縄割掛け

杉梢丸太

杉皮
釘打鉄線綾割掛け

杉皮

棕梠縄綾割掛け

棕梠縄綾割掛け

杉切丸太

(防腐処理)

背面正面

TS-2

植 裁 工

二脚鳥居支柱(添木付)

１２９

1
5
0

90

600

650
1
2
0

9
5
0

250

9
5
0

90420

90

18
0
0



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

尺
備

考

三脚鳥居支柱

1／20
･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、

   2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

種　　別

三脚鳥居支柱

材　　料　　表
杉丸太(本)
長　1.8ｍ

末口径　7.5㎝

300

杉丸太(本)
長　1.8ｍ

末口径　7.5㎝

100

100本当り

摘　　要

杉切丸太

(防腐処理)

棕梠縄綾割掛け

杉皮 釘打鉄線綾割掛け

TS-3

植 裁 工

三脚鳥居支柱

１３０

400

800

9
0
0

90 420 90

600

90

18
00

1
5
0

18
00

9
0
0

750
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十字鳥居支柱

1／30
･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、

   2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

種　　別

十字鳥居支柱

材　　　　　料　　　　　表
杉丸太(本)
長　2.1ｍ

末口径　7.5㎝

200

杉丸太(本)
長　1.8ｍ

末口径　7.5㎝

200

杉丸太(本)
長　0.75ｍ

末口径　7.5㎝

200

100本当り

摘　　要杉切丸太

(防腐処理)

棕梠縄綾割掛け

釘打鉄線綾割掛け

杉皮

TS-4

植 裁 工

十字鳥居支柱

１３１

100100

750

900

550

10
0

1
8
0
0

9
5
0 1
1
5
0

3
6
0

960

550

9
5
0 1
1
5
0

9
0

2
10
0

100

750

100
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二脚鳥居組合わせ支柱

1／20
･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、

   2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

種　　別

二脚鳥居組合せ支柱

材　　料　　表
杉丸太(本)
長　2.1ｍ

末口径　7.5㎝

400

杉丸太(本)
長　0.75ｍ

末口径　7.5㎝

400

100本当り

摘　　要

棕梠縄綾割掛け

ボルト結束(座金付)

ボルト結束詳細図

杉皮

杉切丸太

(防腐処理)

腕木は樹木の大小により

切使いのこと

TSS

植 裁 工

二脚鳥居組合わせ支柱

１３２

100 550 100

750

1
0
5
0

15
0

21
00

950

100 100

1
0
5
0

2
10
0
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八ッ掛支柱(1型)

･　竹は、すべて節止めとする。

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

種　　別

八ッ掛支柱(１型)

材 料 表

竹(本)
12本束

100

100本当り

摘　　要

鋸目鉄線割掛け

鋸目鉄線割掛け 上端節止め

唐　竹

杉皮棕梠縄割掛け

YS-1

植 裁 工

八ッ掛支柱(1型)

１３３

h
=
2
/
3
H
内
外

H

700
500

20
0以

上
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八ッ掛支柱(2型)

   2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。

種　　別

八ッ掛支柱(２型)

材　　料　　表
杉丸太(本)
長　6.3ｍ

中央径　6㎝

300

杉丸太(本)
長　0.6ｍ

末口径　6㎝

300

100本当り

摘　　要

杉皮棕梠縄割掛け

釘打鉄線割掛け

 杉長丸太

(防腐処理)

杉切丸太(防腐処理)

釘打鉄線割掛け

YS-2

植 裁 工

八ッ掛支柱(2型)

１３４

h
=
2
/
3
H
内
外

H

600

400

20
0以

上

6,
30
0
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八ッ掛支柱(3型)

   2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。

種　　別

八ッ掛支柱(３型)

材　　料　　表
杉丸太(本)
長　7.2ｍ

中央径　7.5㎝

300

杉丸太(本)
長　0.9ｍ

末口径　6㎝

300

100本当り

摘　　要

杉切丸太(防腐処理)

釘打鉄線割掛け

 杉長丸太

(防腐処理)

杉皮棕梠縄割掛け

釘打鉄線割掛け

YS-3

植 裁 工

八ッ掛支柱(3型)

１３５

h
=
2
/
3
H
内
外

H

7,
20
0

20
0以

上

900

700
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･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　竹は、すべて節止めとする。

1／20

添え柱支柱

種　　別

添え柱支柱

材 料 表

竹(本)
12本束

100本当り

摘　　要

杉皮棕梠縄割掛け

100

SS

植 裁 工

添え柱支柱

１３６

5
0
0
内

外

2
6
0
0
内

外



福岡市土木構造物標準図集

特

記

仕

様

縮 名
称

記

号

作

成
H22.3

尺備

考

･　棕梠縄は水につけ、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

･　竹は、すべて節止めとする。

･　鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

布掛支柱

種　　別

布 掛 支 柱

材 料 表

竹(本)
12本束

100

100本当り

摘　　要

鋸目鉄線割掛け

杉皮棕梠縄割掛け 杉皮棕梠縄割掛け

鋸目鉄線綾割掛け

70050020
0以

上

NS

植 裁 工

布掛支柱

１３７

h
=
2
/
3
H
内

外

H
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1／20
･　竹は、すべて節止めとする。
･　杉丸太は、クレオソート加圧注入処理をおこなったものとする。
･　棕梠縄は水につけ、下部は、2本合わせで3回巻以上の綾割掛け上部は監督員との協議とする。
･　釘打ちは1ヶ所2本、鉄線(亜鉛メッキ鉄線#18)は、2本合わせで3回巻以上の綾割掛けとする。

生垣支柱

種　　別

生垣支柱

材　　　　　　料　　　　　　表
生　　垣
高　1.2ｍ

(ｍ)

18

苗　　木
(本)

30

杉丸太(本)
長　1.8ｍ

末口径　9㎝

2

杉丸太(本)
長　1.6ｍ

末口径　7.5㎝

9

唐　　竹
(12本束)

60

18ｍ当り

摘　　要

立子

押縁

間柱(防腐処理)苗木留柱(防腐処理)

胴縁釘止め

唐竹・先端節止め

留柱

間柱

胴縁

押縁

棕梠縄綾掛け

IS

植 裁 工

生垣支柱

１３８

5
0

1
0
0

1800
2
1
0
0

1
3
0
0
内

外
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路面覆工

1／20

種　　別

路面覆工

材　　料　　表

しま鋼板(22×1219×2438) (枚)

4.1

10ｍ当り

摘　　要

アスファルトすりつけ しま鋼板

22×1219×2438

スベリ止

LC

路面覆工

１３９

1200
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1／20

1／50

種　　別

H- 650

H-1000

寸 法 表

650

1000

1350

1700

材　　　　　料　　　　　表

軽量鋼矢板
(㎏)

556.2

700.4

腹 起 し
(本)

3.33

3.33

ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ
(本)

6.67

6.67

スクラップ
(㎏)

206

206

10ｍ当り

摘　　要

軽量鋼矢板

LSP-Ⅰ型

コンクリートブロック 腹起こし(太鼓落し)

パイプサポート

パイプサポート

腹起こし(太鼓落し)

ス
ク

ラ
ッ

プ
埋

殺
し

コンクリートブロック

軽量鋼矢板

LSP-Ⅰ型

(
根

入
れ

)

Ｈ ｈ

KSP-(H)

土 留 工

埋設矢板(側溝布設用)

埋設矢板(側溝布設用)

１４０

2500500 500

300

2
5
0 5
0
0
以
上

h

H
　

2
0
0
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